
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
三
井
物
産

見
込
商
売
の
展
開
と
商
務
組
織

大

島

久

幸

は
じ
め
に

一

第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
見
込
商
売
の
拡
大
と
部
制
度

１

第
一
次
大
戦
期
の
商
品
別
部
制
度

２

第
一
次
大
戦
期
の
見
込
商
売

二

穀
肥
部
の
見
込
商
売

１

穀
肥
部
に
お
け
る
見
込
商
売

２

豆
油
取
引
の
失
敗

紐
育
事
件

三

石
炭
部
の
見
込
商
売

む
す
びは

じ
め
に

本
稿
で
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
三
井
物
産
の
見
込
商
売
の
展
開
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
見
込
商
売
に
対
し
て
部
制
度
に
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代
表
さ
れ
る
商
務
組
織
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
の
時
期
は
、
商
社
新
設
ブ
ー
ム
と
そ
の
破
綻
の
時
代
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

古
河
商
事
（
一
九
一
七
年
設
立
）、
浅
野
物
産
（
一

年
）、
久
原
商
事
（
一

年
）、
三
菱
商
事
（
一

年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
戦

期
に
は
、
主
と
し
て
そ
れ
ま
で
財
閥
内
の
鉱
業
生
産
物
を
販
売
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
た
商
社
機
能
を
分
社
化
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
新
設
商
社
の
多
く
は
大
戦
期
に
お
け
る
貿
易
業
の
高
収
益
を
前
に
未
経
験
の
取
引
商
品
を
急
速
に
拡
大
し
て
総
合
商
社
化

を
図
る
な
ど
、
時
代
状
況
を
反
映
し
て
多
分
に
投
機
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

一
方
、
大
戦
前
に
お
い
て
貿
易
商
社
と
し
て
圧
倒
的
地
位
を
占
め
た
三
井
物
産
で
は
、
大
戦
期
に
そ
の
取
扱
高
を
拡
大
す
る
も
の
の
、
休

戦
後
の
需
要
減
少
を
想
定
し
て
慎
重
な
経
営
方
針
を
採
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
首
脳
部
は
毎
年
支
店
長
会
議
を
開
催
し
、
新
事
態
の
情
勢
報
告

と
商
況
の
検
討
や
経
営
方
針
の
徹
底
を
は
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
実
際
、
大
戦
期
を
通
じ
た
三
井
物
産
の
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
一
九
一
五

年
の
二
二
・
四
％
か
ら
一
九
一
九
年
に
一
九
・
一
％
に
ま
で
低
下
し
、
二
〇
年
に
は
棉
花
部
を
分
離
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
四
・
二
％
に
ま

で
低
下
す
る
こ
と
と
な
っ
た１

）
。

こ
う
し
た
堅
実
主
義
の
結
果
、
そ
の
後
、
大
戦
期
に
叢
生
し
た
新
設
商
社
の
多
く
が
二
〇
年
恐
慌
に
よ
っ
て
挫
折
す
る
な
か
、
三
井
物
産

は
第
一
次
大
戦
中
及
び
戦
後
の
ブ
ー
ム
期
に
蓄
積
し
た
膨
大
な
利
潤
を
戦
後
に
持
ち
越
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
元
来
、
支
店
の
自
営
性
が
強
い
と
い
う
組
織
特
性
を
持
つ
三
井
物
産
に
あ
っ
て
、
大
戦
期
に
お
け
る
投
機
的
利
益
の
現
出
と
商

社
間
競
争
の
激
化
と
い
う
事
態
に
際
し
て
、
各
営
業
店
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
首
脳
部
の
堅
実
な
経
営
方
針
を
遵
守
さ
せ
つ
つ
投
機
的
活

動
の
抑
制
に
努
め
た
の
か
と
い
う
点
は
、
改
め
て
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
見
込
商
売
の
管
理
を
通
じ
て
、
大
戦
期
の
堅
実

経
営
の
実
態
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
戦
期
三
井
物
産
の
商
務
の
展
開
に
つ
い
て
は
す
で
に
豊
富
な
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る２

）
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
見
込
商
売
に
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つ
い
て
は
、
鈴
木
邦
夫
氏
に
よ
っ
て
、
一

九
四
・
九
五
年
を
起
点
と
し
て
開
始
さ
れ
た
三
井
物
産
の
見
込
商
売
が
、
一
九
〇
〇
年
代
・
一

九
一
〇
年
代
に
本
格
的
な
展
開
を
見
せ
、
ほ
ぼ
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
は
完
全
に
定
着
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る３

）
。

し
か
し
、
同
研
究
で
は
、
見
込
商
売
の
機
能
と
売
越
買
越
限
度
の
設
定
に
関
す
る
制
度
的
推
移
を
分
析
し
て
い
る
た
め
、
第
一
次
大
戦
期
に

売
越
買
越
に
関
す
る
制
度
が
、
運
用
上
重
要
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た
事
実
を
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
見
込
商
売
と
商
務
組
織
に
つ
い
て
は
、
山
崎
広
明
氏
に
よ
っ
て
総
合
商
社
成
立
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る４

）
。
す
な

わ
ち
、
売
越
買
越
限
度
の
設
定
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理
と
商
務
統
括
組
織
の
形
成
に
よ
る
支
店
活
動
の
調
整
と
い
う
「
二
種
類
の
統
括
組
織
」

が
三
井
物
産
の
総
合
商
社
化
に
と
っ
て
重
要
な
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
論
文
で
は
、
商
務
統
括
組
織
と

売
越
買
越
限
度
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理
と
い
う
二
つ
の
統
括
組
織
が
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
連
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
穀
肥
部
と
石
炭
部
と
い
う
二
つ
の
商
務
統
括
組
織
に
お
け
る
見
込
商
売
の
比

を
通
じ
て
、

部
制
度
と
見
込
商
売
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

１
）

三
井
文
庫
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
三
巻
上
、
一
九

〇
年
、
三
三
〇
頁
。
な
お
、
山
崎
広
明
「
一
九
二
〇
年
代
の
三
井
物
産

経
営
戦
略

と
経
営
動
向

」（
中
村
隆
英
編
『
戦
間
期
の
日
本
経
済
分
析
』
山
川
出
版
社
、
一
九

一
年
）
は
、
東
洋
棉
花
の
独
立
（
二
〇
年
三
月
）
を

考
慮
し
て
も
な
お
、
第
一
次
大
戦
中
か
ら
三
井
物
産
は
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
続
い
た
と
し
て
い
る

（
三
〇

頁
、
三
二
六
頁
）。
な
お
、
大
戦
期
に
お
け
る
商
社
ブ
ー
ム
の
動
向
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
経
営
史
学
会
編
『
日
本
経
営
史
の
基
礎
知

識
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一

〜
一
一
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

２
）

た
と
え
ば
、
山
口
和
雄
「
第
一
次
大
戦
期
の
商
品
取
引

三
井
物
産
と
反
対
商
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
二
三
巻
、
一
九

九
年
）
で
は
大

戦
期
の
三
井
物
産
の
動
向
を
内
部
資
料
を
用
い
て
商
品
毎
に
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
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３
）

鈴
木
邦
夫
「
見
込
商
売
に
つ
い
て
の
覚
書

一

九
〇
年
代
後
半
〜
一
九
一
〇
年
代
の
三
井
物
産
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
五
巻
、
一
九

一
年
。
な
お
、
本
稿
の
分
析
の
基
礎
は
同
右
論
文
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

４
）

山
崎
広
明
「
日
本
商
社
史
の
論
理
」『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
九
巻
四
号
、
一
九

七
年
。

一

第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
見
込
商
売
の
拡
大
と
部
制
度

１

第
一
次
大
戦
期
の
商
品
別
部
制
度

三
井
物
産
に
お
け
る
商
務
組
織
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
豊
富
な
先
行
研
究
に
よ
っ
て
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
さ
れ
て
い
る
の
で１

）
、
以
下
で

は
行
論
と
の
関
係
か
ら
第
一
次
大
戦
期
の
部
制
度
の
動
向
を
穀
肥
部
・
石
炭
部
を
中
心
に
概
観
す
る
。
ま
た
、
両
部
の
特
徴
に
つ
い
て
も
簡

単
に
確
認
し
て
み
た
い
。

同
社
で
は
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
特
殊
商
品
取
扱
規
則
に
基
づ
き
部
制
度
が
定
着
す
る
が
、
独
立
性
の
強
い
支
店
と
の
葛
藤
が

あ
り
、
支
店
の
当
該
商
品
に
関
す
る
指
揮
命
令
を
部
が
十
分
に
統
括
で
き
な
い
状
況
も
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年

以
降
、
部
制
度
は
本
支
部
制
度
へ
と
再
編
強
化
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
部
は
支
店
の
当
該
掛
を
支
部
へ
と
再
編
し
、
部
の
管
轄
下
に
置
く

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
は
新
た
な
部
も
新
設
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
一
月
に
は
穀
肥
部
、
一

年
七
月

に
は
金
物
部
、
二
〇
年
五
月
に
は
生
糸
部
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
部
制
度
の
拡
充
の
結
果
、
部
外
商
品
の
比
重
は
大
幅
に
低
下
し
、
一
九
一
五
年
に
五
一
・
二
％
で
あ
っ
た
部
外
商
品
の
比
重
は
、

一
九
二
一
年
に
は
二
〇
・
一
％
に
ま
で
低
下
し
た２

）
。
第
一
次
大
戦
期
は
部
制
度
が
大
き
く
拡
充
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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【
穀
肥
部
と
石
炭
部
】

で
は
、
次
に
穀
肥
部
と
石
炭
部
の
展
開
を
確
認
し
よ
う
。
穀
肥
部
は
前
述
の
よ
う
に
一
九
一
六
年
、
神
戸
に
新
設
さ
れ
た
が
、
設
立
に
当

た
っ
て
後
に
部
長
と
な
る
遠
藤
穀
物
肥
料
参
事
長
は
、
部
制
度
導
入
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
該
商
品
で
は
相
場
変
動

が
激
し
い
こ
と
に
加
え
、
見
込
商
売
も
多
く
行
わ
れ
る
た
め
管
理
が
難
し
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る３

）
。
し
か
し
、
第
１
表
の
ご
と
く
油
脂
、

雑
穀
、
米
、
大
豆
粕
と
い
っ
た
穀
肥
関
連
商
品
の
多
く
が
大
戦
ブ
ー
ム
の
中
で
取
引
を
拡
大
さ
せ
る
な
か
、
仕
入
・
販
売
店
間
の
調
整
に
基

づ
く
商
務
統
括
の
必
要
性
が
大
き
く
な
り
、
部
制
度
の
導
入
と
拡
充
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た４

）
。

そ
の
後
、
穀
肥
部
で
は
、
一
九
一

年

月
に
天
津
、
青
島
、
カ
ル
カ
ッ
タ
支
部
が
設
置
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
が
設

置
さ
れ
た
。
ま
た
、
部
取
扱
対
象
商
品
も
拡
大
さ
せ
、
当
初
は
米
、
大
豆
、
大
豆
粕
を
担
当
し
て
い
た
が
、
一
九
一
七
年
十
二
月
に
は
豆
油

を
追
加
し
、
翌
一

年
七
月
に
は
動
物
性
油
お
よ
び
化
学
肥
料
に
つ
い
て
も
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
一
九
年
に
同
部

は
取
扱
金
額
で
全
体
の
二
一
・
七
％
を
占
め
、
棉
花
部
に
次
ぐ
規
模
を
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
第
１
表
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
二
〇
年
に
か
け
て
穀
肥
関
連
商
品
は
取
引
を
大
き
く
縮
小
さ
せ
、
大
戦
終
結
後
の
一
九
二
一
年

に
は
、
穀
肥
部
は
権
限
を
大
幅
に
縮
小
し
、
外
国
米
取
引
に
特
化
さ
せ
、
さ
ら
に
一
九
二

年
に
は
部
が
廃
止
さ
れ
た
。

以
上
の
点
か
ら
穀
肥
部
は
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
部
・
支
部
の
設
置
と
担
当
商
品
を
拡
大
さ
せ
、
戦
後
大
き
く
縮
小
し
た
と
い
う
意
味
で
、

大
戦
ブ
ー
ム
を
最
も
反
映
し
て
い
る
部
で
あ
る
と
い
え
、
後
述
の
石
炭
部
と
は
対
照
的
な
展
開
を
見
せ
た
部
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
石
炭
部
を
み
よ
う
。
石
炭
部
は
、
大
戦
期
の
伸
び
率
は
、
穀
肥
部
に
比
し
て
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
が
、
取
扱
金
額
で
一
九
一
五

年
に
一
一
・

％
、
一
六
年
に

・

％
、
一
九
年
に
九
・
二
％
、
一
九
二
〇
年
に
一
三
・
七
％
と
一
貫
し
て
重
要
商
品
で
あ
り
続
け５

）
、
ま

た
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
〇
年
代
に
か
け
て
最
も
利
益
額
の
大
き
か
っ
た
部
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る６

）
。

部
制
度
も
体
系
的
に
整
備
さ
れ
、
一
九
一
三
年
に
東
京
支
部
を
設
置
し
、
そ
の
後
、
一
四
年
に
は
長
崎
、
一
五
年
十
一
月
に
は
香
港
、
上
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海
、
一
六
年
九
月
に
は
新
嘉
坡
、
大
阪
、
名
古
屋
、
神
戸
、
三
池
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
設
置
し
、
一
七
年
に
は

本
部
を
門
司
支
店
か
ら
東
京
に
移
転
し
た
。

以
上
の
点
か
ら
石
炭
部
は
穀
肥
部
と
対
照
的
に
大
戦
前
か
ら
部
制
度
が
確
立
し
て
お
り
、
相
対
的
に
安
定
し

た
部
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第 1表 大戦期における商品別取扱高推移

1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920

砂糖 24,528 41,132 52,452 50,098 68,887 148,574 210,480

［備考］ 1.「第 8回支店長会議資料」物産359/1より作成。

2. 各項目の総計と合計値が一致しないが原典のままとした。

3. ※はその他に含まれる。

(単位 千円)

石炭

計

61,607

450,381

50,888

437,387

61,948

720,543

94,941

1,092,900

147,084

1,600,662

196,117

2,130,270

210,067

1,921,010

生糸

綿布

綿花

機械

金物

油脂類

麻袋布

綿糸

雑穀

護謨原料

薬品

米

トップ及羊毛

木材

大豆

大豆粕

羽二重

硫酸アンモニア

麦粉

燐鉱石

燐寸

セメント

麻苧

缶詰

パルプ

皮革

樟脳

紙

麦酒

硝酸曹達

染料

茶

火薬

燐酸肥料

硫黄

柞糸

その他

70,123

19,054

65,275

31,068

25,211

5,853

―

26,263

7,079

516

4,492

19,710

3,759

9,265

8,502

8,153

4,789

4,709

6,499

2,925

2,205

1,747

1,996

※

1,018

275

4,668

887

385

※

※

1,169

906

―

1,696

※

―

58,885

18,372

48,104

16,267

29,985

7,709

14,324

28,690

7,498

448

8,822

10,624

7,103

9,370

10,196

8,704

4,533

3,005

8,013

2,443

2,685

2,701

3,867

※

880

207

3,196

760

606

828

1,820

944

2,176

―

1,951

※

―

99,647

41,034

114,567

23,055

66,621

15,361

30,904

37,039

13,006

1,621

21,366

8,855

8,590

12,895

10,609

12,963

4,238

2,513

8,336

1,924

4,049

3,138

4,935

889

2,255

292

4,220

1,639

1,509

2,818

2,565

1,237

3,084

1,489

3,601

391

842

126,085

129,384

159,698

43,034

79,228

42,401

41,459

53,674

41,609

4,913

22,965

18,220

16,609

18,976

15,447

18,615

5,459

4,774

15,823

2,014

4,840

3,914

8,495

1,652

2,194

490

6,665

2,739

2,698

2,719

1,579

3,367

2,511

2,381

5,453

1,562

1,652

124,609

205,518

258,053

72,509

111,836

69,653

74,488

70,700

43,071

14,395

33,340

66,316

21,711

23,885

13,419

20,637

12,939

8,062

22,808

1,954

7,325

5,846

9,944

10,073

2,790

3,015

6,040

4,939

5,045

2,759

3,376

4,045

3,555

1,235

3,213

229

2,928

136,963

241,949

300,310

99,093

82,963

157,261

99,049

84,781

64,973

28,504

45,991

157,518

32,758

30,272

18,832

31,990

13,261

11,470

14,911

2,958

8,625

7,380

6,030

6,007

3,040

6,151

4,520

5,098

4,064

2,780

2,474

4,525

2,805

1,141

2,282

919

2,876

197,362

172,293

166,366

116,421

105,964

79,086

73,955

69,695

51,686

50,725

50,673

46,258

43,635

37,276

36,614

28,054

14,941

13,810

12,051

10,500

8,714

7,772

7,648

6,741

5,482

4,897

4,864

4,842

4,775

4,447

3,251

2,982

2,942

2,938

2,361

2,288

1,364
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２

第
一
次
大
戦
期
の
見
込
商
売

【
第
一
次
大
戦
期
の
見
込
商
売
の
規
模
と
推
移
】

次
に
、
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
見
込
商
売
の
規
模
と
推
移
に
つ
い
て
第
２
表
か
ら

確
認
し
て
み
よ
う
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
三
井
物
産
の
見
込
商
売
は
、
第
一
次
大
戦
期
に

急
速
に
拡
大
し
た
。
す
な
わ
ち
、
売
越
買
越
限
度
額
は
、
一
九
一
四
年
五
月
時
点
で
、

買
越
限
度
約
二
七
九
〇
万
円
、
売
越
限
度
一
一

三
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
一
七
年
五

月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
六
〇
〇
万
円
、
三
三
〇
〇
万
円
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
年
六
月
に

は

一
二
一
万
円
、
五
四
七
六
万
円
に
ま
で
拡
大
し
た
。
大
戦
期
の
物
価
上
昇
分
を
差

し
引
い
て
も
同
社
の
見
込
商
売
の
拡
大
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
も
一
九
年
に
か
け
て
、
実
際
の
買
越
額
は
許
可
限
度
を
大
き
く
上
回
り
、
一
九

年
二
〜
三
月
時
点
で
は
、
買
越
一
億
九
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、
売
越
も
限
度
内
で
は
あ

る
も
の
の
二
三
〇
〇
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
同
社
の
売
越
買
越
額
は
一
九

年
を
ピ
ー
ク
に
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
三
井
物
産
は
一
九
一

年
一
月

に
一
挙
に
五
倍
の
増
資
を
行
い
資
本
金
一
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
年
ま
で
に
満
額

払
い
込
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
社
の
買
越
額
は
そ
の
資
本
金
額
を
は
る
か
に
上
回

る
額
に
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
大
戦
期
に
お
け
る
見
込
商
売
の
規
模
が
如
何
に
大

き
か
っ
た
が
知
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
見
込
商
売
の
急
速
な
拡
大
は
、
売
越
買
越
業
務
に
関
す
る
三
井
合
名
か
ら

17.0

67,240

81,210

79,460

67,750

89,000

46,000

46,600

54,390

177,000

160,000

190,000

44,000

17,000

80.9

218.0

201.4

280.4

49.4

37.0

21,330

54,760

54,760

48,460

58,000

33,000

9,600

47,000

18,000

23,000

4,300

5,600

45.0

85.8

32.9

47.5

7.4

1920.7

1919.6

1919.4

1919.2-3

1918.5

1917.5

1916.5

28.6

24.9

5,778

3,137

20,190

12,613

45.0

30.4

24,990

8,840

55,500

29,042

1921.7

1915

11,83227,896

使用率同使用高売越許可高使用率使用高買越許可高

［備考］「第3回支店長会議」159 頁，「第4回支店長会議」216頁，「第6回支店長会議議事録」7-8頁，「第

7回議事録」336,339-40頁，「第8回議事録」613－615頁より作成。

1914.5

年 次

(単位 千円，％)

第 2表 見込み限度と見込み商売の規模の推移
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三
井
物
産
へ
の
権
限
委
譲
が
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
氏
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
売
越
買
越
業
務
に
つ
い
て
、
一

九
〇
九
年
の
株
式
会
社
化
以
後
で
は
、
重
要
商
品
以
外
の
雑
品
は
一
定
金
額
内
で
あ
れ
ば
物
産
取
締
役
会
で
決
済
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
以

外
は
三
井
合
名
決
裁
事
項
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
一

年
三
月
以
降
は
合
名
認
可
が
不
要
と
な
る
。
ま
た
、
三
井
物
産
内
部
で
も
下
級
へ
権
限
委
譲
が
行
わ
れ
一
四
年
以
降

は
五
万
円
未
満
の
売
越
買
越
限
度
の
設
定
を
取
締
役
会
の
議
決
を
経
ず
に
常
務
の
専
断
で
行
え
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る７

）
。
す
な
わ
ち

三
井
物
産
に
権
限
委
譲
さ
れ
て
以
後
、
大
幅
な
見
込
限
度
の
拡
大
と
見
込
超
過
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
に
は
「
各
店
改
正
売
買
限
度
許
可
ノ
件
」
が
取
締
役
会
で
決
議
さ
れ
、
以
後
、
年
度
毎
の
各
商
品
別
の
売
越
買
越

限
度
が
設
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
限
度
許
可
ノ
件
」
は
む
し
ろ
大
戦
期
の
見
込
商
売
の
拡
大
を
受
け
た
抑
制
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

見
込
商
売
は
、
権
限
委
譲
後
の
混
乱
と
い
う
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ
う
や
く
社
内
制
度
と
し
て
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。

【
見
込
商
売
拡
大
の
経
緯
】

で
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
三
井
物
産
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
見
込
商
売
が
拡
大
し
た
の
か
を
大
戦
期
に
お
け
る
同
社
の
堅
実
方
針
と

い
う
点
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
よ
う
。

三
井
物
産
社
内
に
お
い
て
見
込
商
売
の
管
理
は
、
業
務
課
の
所
管
で
あ
っ
た
。
見
込
商
売
が
大
幅
に
拡
大
す
る
以
前
の
一
六
年
の
支
店
長

会
議
に
お
い
て
、
赤
羽
業
務
課
長
は
「
売
越
買
越
整
理
ニ
付
キ
提
案
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

当
社
ノ
営
業
方
針
ハ
極
メ
テ
健
実
ヲ
旨
ト
シ
委
托
販
売
ヲ
主
ト
シ
而
シ
テ
自
己
危
険
ニ
於
テ
売
買
ス
ル
ニ
際
シ
テ
モ
右
左
ノ
商
売
ヲ
理
想
ト
シ
苟

モ
投
機
的
見
込
商
売
ハ
之
ヲ
厳
禁
セ
リ
、
随
テ
動
モ
ス
レ
ハ
投
機
的
ニ
流
レ
易
キ
売
越
買
越
ハ
之
ヲ
許
可
セ
サ
ル
方
針
ナ
リ
ト
雖
モ
而
カ
モ
絶
対
ニ

之
ヲ
許
可
セ
サ
ル
時
ハ
当
社
商
務
ヲ
萎
縮
セ
シ
ム
ル
処
ア
ル
ヲ
以
テ
事
情
不
得
己
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
場
合
ニ
限
リ
之
ヲ
許
可
ス
ル
方
針
ヲ
採
リ
来
リ

タ
ル
処
…
巨
額
ニ
上
リ
、
試
ニ
過
去
二
ケ
年
間
ニ
於
ケ
ル
各
月
ノ
各
商
品
別
売
越
買
越
実
行
最
高
額
ヲ
合
計
ス
ル
ト
キ
ハ
総
額
ニ
於
テ
実
ニ
四
千
万
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円
即
チ
当
社
資
本
金
ノ
二
倍
ニ
達
セ
ル
ヲ
以
テ
過
般
各
店
ニ
対
シ
整
理
上
ノ
意
見
ヲ
徴
シ
タ
ル
ニ
現
状
維
持
乃
至
ハ
却
テ
許
可
額
増
加
ノ
希
望
ヲ
申

越
シ
タ
ル
向
ア
リ
此
傾
向
ニ
シ
テ
持
続
セ
ン
カ
売
越
買
越
金
額
ハ
今
後
増
加
ス
ル
ト
モ
減
少
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
看
取
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ８

）

見
込
商
売
は
厳
禁
と
い
う
社
内
方
針
を
前
提
と
し
た
上
で
、
取
引
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
見
込
商
売
を
認
め
て
い
る
が
、
す
で
に

許
可
が
巨
額
に
上
っ
て
い
る
の
で
各
店
に
整
理
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
む
し
ろ
拡
大
の
要
求
が
強
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
各
営
業
店
に
与
え
ら

れ
た
許
可
限
度
は
「
取
消
ノ
申
立
ナ
キ
限
リ
永
久
ニ
効
力
ア
ル
体
」
に
な
っ
て
お
り
、
既
得
権
益
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
赤
羽
は
「
本
店
ト
シ
テ
ハ
今
後
一
層
其
許
否
ノ
詮
衝
ヲ
厳
密
ニ
ス
ル
方
針
ヲ
採
ル
」
と
述
べ
、
不
使
用
の
許
可
限
度
を
一
旦
削
減

す
る
こ
と
、
売
越
買
越
限
度
に
許
可
期
限
を
付
け
る
こ
と
、
部
外
商
品
に
つ
い
て
、
各
店
で
融
通
す
る
共
同
許
可
を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
を

提
案
し
、
あ
わ
せ
て
売
越
買
越
限
度
を
金
額
と
数
量
の
ど
ち
ら
で
管
理
す
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
要
す
る
と
し
た
。

た
だ
し
、
一
九
一
六
年
の
時
点
で
は
過
去
二
年
間
の
各
月
最
高
売
越
買
越
額
を
合
算
し
て
も
四
千
万
円
程
度
で
あ
り
、
そ
の
後
の
急
拡
大

に
比
す
れ
ば
相
対
的
に
低
位
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う９

）
。

し
か
し
、
三
井
物
産
内
に
許
認
可
が
委
譲
さ
れ
る
段
階
で
売
越
買
越
限
度
は
急
速
に
拡
大
す
る
。
特
に
三
井
合
名
の
認
可
が
不
要
と
な
っ

た
一

年
に
は
買
越
で

九
〇
〇
万
円
、
売
越
で
五

〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
の
限
度
額
が
設
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
判
明
す
る
限
度
額
で

は
、
一

年
五
月
時
点
が
最
も
巨
額
の
限
度
額
で
あ
っ
た
。

で
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
限
度
額
が
拡
大
し
た
の
か
。
一
九
一

年
の
会
議
で
業
務
課
長
の
赤
羽
は
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。

本
店
ト
シ
テ
監
督
上
便
宜
ナ
ル
理
想
的
売
越
買
越
限
度
ヲ
制
定
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
至
難
ノ
コ
ト
ニ
属
ス
、
而
カ
モ
制
度
如
何
ニ
完
備
ス
ル
モ
之
カ
成
敗

ハ
一
ニ
其
運
用
如
何
ニ
依
リ
テ
決
セ
ラ
ル
ヘ
キ
問
題
ナ
リ
、
仮
ニ
本
店
ニ
於
テ
各
店
申
請
ニ
対
シ
僅
ニ
其
半
数
ニ
削
減
許
可
ヲ
与
フ
ル
ト
ス
ル
モ
、

各
店
ニ
於
テ
同
限
度
以
上
ニ
売
越
買
越
ヲ
敢
テ
セ
ン
カ
限
度
許
可
ハ
無
意
義
ニ
終
ル
ヘ
シ
…
各
店
商
務
上
必
要
ノ
限
度
ハ
各
店
長
最
モ
能
ク
之
ヲ
知
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悉
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
商
勢
ノ
変
化
ハ
瞬
間
ノ
機
微
ヲ
争
フ
モ
ノ
ア
リ
、
故
ニ
本
年
度
許
可
詮
議
ニ
当
リ
テ
ハ
寧
ロ
制
度
ハ
現
行
ノ
侭
ト
シ
出
来
ル
丈

ケ
各
店
ノ
希
望
通
リ
許
可
ヲ
与
ヘ
、
各
店
長
ニ
最
善
ノ
判
断
ヲ
以
テ
進
退
セ
シ
ム
ル
方
可
然
ト
ノ
方
針
ニ
出
テ
タ
ル
為
前
顕
ノ
通
リ
許
可
額
巨
額
ニ

上
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
此
点
ハ
各
店
長
ニ
於
テ
十
分
本
店
ノ
趣
旨
ヲ
体
シ
益
々
部
下
ヲ
督
励
シ
テ
時
世
ノ
推
移
ニ
善
処
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム10

）

売
越
買
越
業
務
を
所
管
す
る
業
務
課
で
は
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
見
込
商
売
許
可
の
必
要
性
を
十
分
審
査
で
き
な
い
た
め
、
一

年
に

は
各
店
か
ら
の
見
込
商
売
要
求
額
を
極
力
受
け
入
れ
、
見
込
商
売
を
各
店
長
の
裁
量
に
委
ね
た
結
果
、
許
可
限
度
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
併
せ
て
見
込
限
度
を
超
え
て
ま
で
取
引
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
各
営
業
店
側
の
営
業
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
業
務
課
は
拡
大
す
る
見
込
商
売
を
「
支
店
長
ノ
最
善
ノ
判
断
」
に
委
ね
る
こ
と
で
管
理
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
翌
年
に
な
る
と
状
況
が
一
変
す
る
。
戦
争
終
結
を
前
に
し
て
一

年
一
一
月
に
取
締
役
よ
り
内
外
各
店
に
「
多
大
ナ
損
失
ヲ
犠

牲
ト
ス
ル
モ
手
持
品
ヲ
売
抜
」
く
よ
う
指
示
が
あ
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
翌
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
巨

額
の
見
込
限
度
超
過
と
損
失
の
発
生
が
発
覚
し
た
か
ら
で
あ
る
。
判
明
し
た
買
越
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
億
九
〇
〇
〇
万
円
、
売
越
は
二
三

〇
〇
万
円
と
本
店
が
そ
れ
ま
で
の
報
告
か
ら
試
算
し
た
予
想
額
の
二
倍
以
上
に
膨
ら
ん
で
お
り
、
そ
の
損
失
見
込
金
は
二
五
〇
〇
万
円
に
達

し
て
い
た
。
同
年
の
会
議
に
お
い
て
赤
羽
業
務
課
長
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

各
店
ハ
此
（
投
機
的
見
込
み
商
売
は
厳
禁
と
い
う
）
精
神
ヲ
充
分
ニ
了
解
セ
サ
ル
カ
如
ク
又
之
ヲ
了
解
ス
ル
モ
之
カ
励
行
ニ
熱
意
ナ
ク
、
而
シ
テ
随

意
ニ
見
込
商
売
ヲ
敢
行
シ
本
店
ニ
対
ス
ル
報
告
ノ
如
キ
モ
全
然
之
ヲ
等
閑
ニ
附
シ
、
又
ハ
之
ヲ
潤
色
細
工
シ
テ
報
告
シ
タ
ル
結
果
ニ
外
ナ
ラ
ス11

）

前
年
度
の
「
支
店
長
ノ
最
善
ノ
判
断
」
に
委
ね
る
と
い
う
業
務
課
の
管
理
政
策
は
「
随
意
ニ
見
込
商
売
ヲ
敢
行
」
し
て
「
潤
色
細
工
シ
テ

報
告
」
す
る
営
業
店
の
活
動
に
あ
っ
て
機
能
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
度
上
の
危
機
的
状
況
を
受
け
て
同
年
、
売
越
買
越
限
度

に
関
す
る
制
度
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

改
定
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る12

）
。
第
一
に
新
規
限
度
は
数
量
と
金
額
の
両
面
か
ら
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
点
で
あ
る
（
た
だ
し
一
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割
程
度
の
超
過
は
許
容
す
る
と
さ
れ
た
）。
第
二
に
神
戸
の
綿
製
品
や
カ
ル
カ
ッ
タ
の
綿
布
、
各
店
の
木
材
・
砂
糖
・
機
械
と
い
っ
た
各
営

業
店
に
認
め
ら
れ
て
い
た
売
越
買
越
は
、
す
べ
て
部
に
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
部
外
商
品
に
つ
い
て
も
、
生
糸
・
羽
二
重
（
横
浜
）、
薬

品
・
食
料
品
（
営
業
部
）、
燐
寸
・
セ
メ
ン
ト
（
大
阪
）
等
で
商
品
ご
と
の
共
通
限
度
を
設
け
た
点
で
あ
る
。
第
三
は
雑
品
商
売
で
は
見
込

商
売
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

改
正
の
要
点
は
、
営
業
店
毎
の
売
越
買
越
を
部
な
い
し
は
特
定
店
に
集
約
し
て
、
数
量
・
価
格
両
面
で
管
理
す
る
と
と
も
に
、
管
理
主
体

が
不
明
確
で
見
込
商
売
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
雑
品
の
見
込
商
売
を
禁
止
し
、
規
制
の
実
行
力
を
挙
げ
て
い
く
点
に
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
前
述
の
よ
う
に
第
一
次
大
戦
期
を
通
じ
て
、
部
外
商
品
の
比
重
は
大
幅
に
縮
小
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
部
を
通
じ
た
見
込
商
売
管
理

の
強
化
は
、
実
効
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
す
で
に
取
引
上
確
立
し
た
商
品
を
基
礎
と
す
る
見
込
商
売
の
管
理
手
法
は
、
新
規
商
売
の
開
拓
に
難
点
が
あ
る
こ
と

か
ら
業
務
課
で
は
併
せ
て
雑
品
限
度
制
度
を
新
設
し
、
各
店
に
分
与
す
る
と
い
う
案
を
提
示
し
て
い
た
。

な
お
、
新
規
限
度
は
五
月
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
四
月
時
点
の
超
過
分
は
特
別
限
度
と
し
て
暫
定
的
に
許
容
す
る
も
の
の
一

九
年
十
月
を
期
限
に
そ
れ
ま
で
の
手
持
品
共
々
一
掃
す
る
こ
と
と
さ
れ
（
た
だ
し
特
別
限
度
に
つ
い
て
は
今
後
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど

う
か
再
度
審
議
す
る
と
さ
れ
た
）、
売
越
買
越
の
報
告
制
度
も
大
幅
に
整
備
さ
れ
た
。
報
告
制
度
に
つ
い
て
は
次
章
に
お
い
て
穀
肥
部
の
ケ

ー
ス
で
分
析
し
た
い
。

見
込
商
売
の
管
掌
に
つ
い
て
は
、
業
務
課
が
「
許
可
指
令
ノ
審
査
発
案
並
ニ
各
店
報
告
ヲ
前
ノ
報
ト
対
照
シ
テ
其
比

増
減
ヲ
取
締
役
ニ

供
覧
ス
ル
ト
共
ニ
毎
月
末
総
括
表
ヲ
作
製
」
を
担
当
し
、
調
査
課
が
「
報
告
ヲ
審
査
記
帳
ス
ル
ト
共
ニ
売
約
買
約
ノ
報
告
其
他
ト
対
照
シ
主

ト
シ
テ
各
店
事
務
ノ
整

ヲ
期
ス
ル
」
こ
と
と
な
っ
た13

）
。

こ
う
し
た
売
越
買
越
限
度
の
改
定
整
理
の
結
果
、
二
〇
年
に
か
け
て
見
込
商
売
の
比
重
は
大
幅
に
低
下
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
例
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を
挙
げ
る
と
、
砂
糖
部
の
場
合
、
一
九
一
九
年
五
月
以
降
そ
れ
ま
で
各
営
業
店
で
認
め
ら
れ
て
い
た
当
該
商
品
の
買
越
限
度
を
、
砂
糖
部
で

一
括
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
売
越
買
越
限
度
は
半
額
以
下
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
砂
糖
の
買
越
額
は
、
一
九
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の

三
ケ
月
間
で
、
東
洋
方
面
（
台
南
、
大
連
、
漢
口
、
上
海
、
青
島
等
）
の
買
越
額
が
一
三
万
円
増
加
し
た
も
の
の
、
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ

ア
各
店
の
買
越
額
が
約
六
〇
九
万
円
削
減
さ
れ
た
結
果
、
買
越
額
は
全
体
で
七
五
％
も
削
減
さ
れ
た
の
で
あ
る14

）
。

さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年
七
月
に
は
取
締
役
会
に
お
い
て
「
各
店
改
正
売
越
買
越
限
度
許
可
之
件
」
が
決
議
さ
れ
、
各
店
（
各
商
品
）
の
年

度
ご
と
の
売
越
買
越
限
度
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る15

）
。
な
お
、
二
〇
年
の
売
越
買
越
限
度
改
正
に
際
し
て
、
管
理
上
の
従
来

と
の
相
違
は
売
越
買
越
限
度
の
策
定
に
際
し
て
、
各
営
業
店
か
ら
の
「
申
請
ヲ
俟
タ
ス
本
店
ニ
於
テ
適
宜
取
極
メ
ヲ
為
シ
タ
」
点
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
限
度
の
廃
止
や
改
編
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た16

）
。
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
と
し
て
、
本
店
側
の
見
込
商
売
に
関
す
る
審
査

能
力
の
向
上
が
推
察
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
井
物
産
で
は
大
戦
期
の
見
込
商
売
に
関
す
る
権
限
委
譲
（
三
井
合
名
か
ら
三
井
物
産
へ
、
本
店
業
務
課
か
ら
各
営
業

店
へ
）
に
伴
う
売
越
買
越
の
急
速
な
拡
大
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
二
〇
年
ま
で
に
売
越
買
越
限
度
に
関
す
る
制
度
を
整
備
さ
せ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
同
社
の
見
込
商
売
の
基
本
的
な
管
理
は
、
各
営
業
店
の
売
越
買
越
を
部
が
、
部
お
よ
び
部
外
商
品
の
売
越
買
越
を
本
店
業
務
課

が
管
理
す
る
と
い
う
二
重
の
管
理
構
造
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

【
他
社
に
お
け
る
見
込
商
売

三
菱
商
事
】

で
は
大
戦
期
他
社
に
お
け
る
見
込
商
売
の
管
理
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
三
菱
商
事
の
事
例
を
社
内
会
議
の
議
事
録
等
か
ら
簡
単
に

確
認
し
て
み
よ
う
。

前
述
の
よ
う
に
三
菱
合
資
会
社
で
は
、
一

年
に
同
社
営
業
部
を
独
立
さ
せ
て
三
菱
商
事
を
設
立
し
た
。
同
社
で
は
一
七
年
に
雑
貨
課
を

新
設
し
て
後
、
社
外
商
品
の
取
引
を
活
発
化
さ
せ
た
が
、
そ
の
際
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
を
原
則
と
す
る
も
の
の
見
込
商
売
が
社
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内
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
三
菱
商
事
の
設
立
直
後
に
開
か
れ
た
一
九
一

年
七
月
の
金
属
雑
貨
打
合
会
議
に
お
い
て
、
渋
谷
金
属
雑
貨
部
長
は
次
の
よ

う
に
発
言
し
て
い
る
。

商
品
ノ
種
類
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
投
機
ニ
非
サ
レ
バ
取
引
ヲ
ナ
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
、
例
ヘ
バ
豆
粕
、
生
糸
、
棉
花
等
ノ
如
キ
ハ
常
ニ
出
合
ヒ
ヲ
ツ
ケ
テ
取
引

セ
ン
ト
ス
ル
モ
能
ク
シ
得
ザ
ル
ベ
シ
、
故
ニ
或
範
囲
ニ
於
テ
ハ
勢
ヒ
投
機
ヲ
認
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
サ
レ
バ
ト
テ
何
等
ノ
制
限
ナ
シ
ニ
思
惑
ヲ
ナ
シ
テ

可
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
ア
ラ
ズ
、
仮
令
出
合
ヒ
付
カ
ズ
ト
モ
確
実
ナ
ル
見
込
ア
ル
場
合
ナ
ル
ヲ
要
ス17

）

す
な
わ
ち
、
豆
粕
、
生
糸
、
棉
花
と
い
っ
た
取
引
に
お
い
て
は
確
実
な
場
合
に
限
っ
て
見
込
商
売
を
認
め
る
方
針
を
採
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
二
〇
年
五
月
の
場
所
長
会
議
に
な
る
と
状
況
が
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
会
議
の
冒
頭
で
岩
崎
小
弥
太
が
挨
拶
を
行
っ
た
が
、

そ
の
中
で
「
吾
々
ノ
仕
事
ニ
ハ
原
則
ト
シ
テ
ド
コ
迄
モS

p
ecu

la
tio
n

ハ
排
除
シ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
投
機
的
取
引
の
抑
制
を
明
言

し
た
。
た
だ
し
、
併
せ
て
「
万
一
ヲ
僥
倖
シ
一
攫
千
金
ヲ
夢
ミ
暴
利
ノ
獲
得
ヲ
目
的
ト
シ
テ
為
シ
タ
ル
投
機
ト
、
精
細
ナ
ル
調
査
研
究
ノ
上

ニ
立
チ
、
周
到
ナ
ル
打
算
ニ
ヨ
リ
テ
為
サ
レ
タ
ル
思
惑
ト
ノ
間
ニ
ハ
、
其
衝
ニ
当
ル
モ
ノ
ヽ
動
機
ニ
於
テ
大
ナ
ル
違
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
。
私

ハ
此
問
題
ニ
就
テ
ハ
、
形
式
上
ノ
区
分
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
当
事
者
ノ
動
機
ニ
重
キ
ヲ
置
ク
可
キ
デ
ア
ル
ト
考
フ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
思
惑
取
引

す
べ
て
を
否
定
し
た
わ
け
で
な
か
っ
た18

）
。

実
際
、
二
〇
年
の
会
議
で
は
、
例
え
ば
、
大
豆
粕
に
つ
い
て
は
「
思
惑
売
買
中
心
（
即
元
扱
店
）
ヲ
単
一
ニ
ナ
ス
可
キ
カ
又
ハ
数
箇
所
ニ

於
テ
思
惑
売
買
ヲ
許
ス
可
キ
カ
」
と
い
っ
た
議
論
や
、
神
戸
支
店
の
雑
穀
澱
粉
に
つ
い
て
「
神
戸
支
店
ト
シ
テ
ハ
大
体
出
合
ヲ
原
則
ト
シ
海

外
の
、q
u
o
ta
tio
n

ニ
拠
リ
且
先
高
ノ
見
込
ア
ル
場
合
ニ
限
リ
見
込
売
買
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヽ
セ
ム
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
大

戦
期
に
お
け
る
思
惑
取
引
の
拡
大
を
受
け
て
制
度
の
整
備
を
図
っ
て
い
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る19

）
。

ち
な
み
に
、
こ
の
二
〇
年
の
会
議
に
お
い
て
「
手
持
商
品
有
利
売
捌
方
法
」
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
商
品
は
、
長
崎
支
店
の
大
豆
粕
九
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万
枚
、
漢
口
支
店
、
大
連
出
張
所
の

茶
、
大
連
出
張
所
の
蝋

、
北
洋
の
ピ
ン
ク

缶
詰
、
漢
口
、
青
島
出
張
所
の
石
鹼
で
あ
り
、
雑

貨
取
引
の
拡
大
と
と
も
に
内
外
場
所
で
見
込
商
売
が
拡
大
し
た
様
子
が
知
れ
よ
う20

）
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
同
社
で
は
、
二
一
年
に
商
品
取
引
規
定
が
改
定
さ
れ
、
思
惑
取
引
に
つ
い
て
、「
思
惑
売
買
及
び
取
引
所
に
於

け
る
売
買
は
、
特
に
限
度
を
定
め
許
可
し
た
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
れ
を
為
す
こ
と
を
得
ず
」
と
具
体
的
な
成
文
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た21

）
。
三
菱
商
事
で
も
大
戦
期
の
思
惑
取
引
の
拡
大
を
受
け
て
、
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
社
内
ル
ー
ル
の
制
度
化
が
進
め
ら
れ
た
と
い
え

よ
う22

）
。

１
）

三
井
物
産
の
部
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
森
川
英
正
『
財
閥
の
経
営
史
的
研
究
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

〇
年
）、
お
よ
び
前
田
和

利
「
戦
前
期
三
井
物
産
の
組
織
問
題
覚
書

船
舶
部
独
立
問
題
を
中
心
に

」（『
駒
大
経
営
研
究
』
一

巻
一
号
）
を
参
照
。

２
）

前
掲
『
三
井
事
業
史
』
第
三
巻
上
、
三
三
四
〜
三
三
六
頁
。

３
）

遠
藤
大
三
郎
穀
物
肥
料
参
事
長
は
「
第
四
回
支
店
長
打
合
会
議
」
の
席
上
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
、
部
の
設
立
に
反
対
し
て
い
る
。

「
該
商
品
ハ
相
場
ノ
上
下
ス
ル
コ
ト
頻
繁
ニ
シ
テ
各
店
地
方
ノ
状
況
各
異
ナ
リ
一
々
之
ヲ
参
酌
シ
テ
取
扱
ヲ
ナ
サ
ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
地
方
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
売
掛
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
多
ク
到
底
神
戸
ニ
於
テ
之
ヲ
取
纏
メ
統
一
シ
テ
指
図
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」（「
第
四
回
（
大
正
五
年
）

支
店
長
打
合
会
議
事
録
」
二
一
〇
頁
）

４
）

穀
肥
部
を
設
置
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
一
九
一
七
年
の
会
議
で
小
田
垣
常
務
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
穀
肥
部
ヲ
設
置
セ
ル
際
最
モ
必
要
ヲ
感
シ
タ
ル
ハ
欧
州
輸
出
ノ
大
豆
商
売
ニ
シ
テ
、
之
ニ
付
テ
倫
敦
及
大
連
ノ
間
ニ
幾
分
意
思
ノ
疎
通
ヲ
缺

キ
、
反
対
商
ハ
商
売
ヲ
為
ス
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
当
社
ニ
テ
ハ
商
売
成
立
セ
サ
リ
シ
カ
一
ノ
動
機
ニ
シ
テ
、
種
々
研
究
ノ
結
果
部
ノ
制
度
ニ
拠
ル
外

ナ
キ
コ
ト
ニ
帰
着
シ
、
遠
藤
氏
其
任
ニ
当
ル
コ
ト
ニ
立
至
リ
シ
カ
、
米
、
大
豆
及
大
豆
粕
ニ
付
テ
ハ
遠
藤
氏
ハ
多
年
心
血
ヲ
注
キ
充
分
経
験
ヲ

有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
先
ス
此
三
品
ヨ
リ
実
行
ス
ル
コ
ト
ニ
取
極
メ
、
其
他
ノ
商
売
ハ
徐
々
ニ
部
ノ
下
ニ
統
一
ス
ル
方
針
ナ
リ
シ
ナ
リ
」（「
第
五
回
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支
店
長
会
議
議
事
録
」
五
百
六
十
五
〜
五
六
頁
）

支
店
間
で
意
思
疎
通
が
十
分
に
図
れ
て
い
な
い
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
遠
藤
の
経
験
を
期
待
し
て
取
扱
商
品
を
定
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
遠
藤
は
設
置
の
翌
年
、
大
手
術
を
受
け
て
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
同
会
議
に
も
欠
席
し
た
（
五
五

頁
）。
そ
の
後
、
丹
羽
義
次
が

穀
肥
部
長
心
得
に
就
任
す
る
が
、
翌
七
年
の
会
議
で
も
穀
肥
部
の
移
転
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
（「
第
六
回
（
大
正
七
年
）
支
店
長
会
議
議
事
録
」

二
四
四
頁
）
部
の
基
盤
は
脆
弱
で
あ
っ
た
。

５
）

前
掲
『
三
井
事
業
史
』
三
巻
上
、
三
三
四
頁
。

６
）

前
掲
、
鈴
木
論
文
、
六
七
頁
。

７
）

同
右
、
一
五
頁
。

８
）

前
掲
「
第
四
回
支
店
長
打
合
会
議
事
録
」
二
一
六
頁
。

９
）

た
だ
し
、
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
も
本
店
業
務
課
で
把
握
し
て
い
る
売
越
買
越
限
度
を
各
営
業
店
が
遵
守
し
て
い
た
の

か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
た
と
え
ば
一
九
一
五
年
の
会
議
で
調
査
課
長
が
「
売
越
買
越
ヲ
ナ
ス
ノ
際
本
店
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ス
見
込
ヲ
立
テ
ヽ
勝

手
ニ
之
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
、
或
ハ
認
可
額
ヲ
超
過
シ
テ
売
越
買
越
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
」
と
発
言
し
て
お
り
、
売
越
買
越
限
度
を
遵
守
し
な
い
ケ

ー
ス
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
（「
第
三
回
（
大
正
四
年
）
支
店
長
会
議
事
録
」
一
五
九
頁
）。
し
か
し
全
社
的
な
見
込
超
過
が
こ
の
時
期
か

ら
発
生
し
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。

10
）

前
掲
「
第
六
回
（
大
正
七
年
）
支
店
長
会
議
議
事
録
」

頁
。

11
）
「
第
七
回
（
大
正

年
）
支
店
長
会
議
々
事
録
」
物
産
一
九

七
、
一
二
〜
一
三
頁

12
）

以
下
の
見
込
商
売
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
三
三
六
〜
三
四
二
頁
に
よ
る
。

13
）

同
会
議
に
お
け
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
業
務
課
で
は
、
見
込
商
売
を
審
査
す
る
た
め
に
業
務
課
参
事
の
横
竹
平
太
郎
に
業
務
を
担
当
さ
せ
る
と

と
も
に
専
門
の
掛
員
を
設
け
た
と
さ
れ
る
（
同
右
、
一
四
頁
）。
し
か
し
、
一
九
一

年
一
〇
月
末
の
職
員
録
で
は
新
た
な
掛
の
新
設
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
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14
）

「
砂
糖
ニ
関
ス
ル
報
告
」
一
九
一
九
年
、
物
産
四
六
二
、
五
三
〜
五
四
頁
。

15
）

前
掲
、
鈴
木
論
文
、
一
五
頁
。

16
）
「
第

回
（
大
正
十
年
）
支
店
長
会
議
々
事
録
」
物
産
一
九

、
六
一
四
頁
。

17
）

三
菱
商
事
「
大
正
七
年
七
月
金
属
雑
貨
打
合
会
議
々
事
録
」

頁
（
三
菱
史
料
館
所
蔵
資
料
）。

18
）

三
菱
商
事
「
大
正
九
年
五
月
場
所
長
会
議
々
事
録
」
一
〇
頁
（
三
菱
史
料
館
所
蔵
資
料
）。

19
）

同
右
、
九
頁
、
一

頁
。

20
）

同
右
、
二
〇
〜
二
三
頁
。

21
）
『
三
菱
商
事
社
史
』
上
巻
、
一
六
九
〜
七
〇
頁
。

22
）

長
沢
康
昭
氏
は
大
戦
後
の
三
菱
商
事
の
自
己
売
買
を
分
析
し
、
同
社
の
取
引
で
は
一
手
販
売
が
多
い
点
や
二
〇
年
代
以
降
の
投
機
的
取
引
の

抑
制
方
針
か
ら
リ
ス
ク
管
理
の
中
心
が
見
込
商
売
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
取
引
先
に
対
す
る
与
信
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

点
を
分
析
し
て
い
る
（
長
沢
康
昭
『
三
菱
商
事
成
立
史
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
、
一

〜

九
頁
）。
た
だ
し
、
第
一

次
大
戦
後
に
自
己
売
買
が
大
き
か
っ
た
が
取
引
先
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
見
込
商
売
が
多
く
は
な
か
っ
た
と
す
る
結
論
に
つ
い
て
は
、
見
当

の
余
地
が
あ
ろ
う
。

二

穀
肥
部
の
見
込
商
売

１

穀
肥
部
に
お
け
る
見
込
商
売

【
穀
肥
部
に
お
け
る
見
込
商
売
の
地
位
】

大
戦
期
の
穀
肥
部
の
見
込
商
売
を
検
討
す
る
前
に
、
穀
肥
部
取
引
に
お
け
る
見
込
商
売
の
位
置
づ
け
を
第
３
表
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
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前
述
の
よ
う
に
穀
肥
部
商
品
は
売
越
買
越
を
取
引
上
必
要
と
す
る
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
が
、
一

年
で
み
る
と
常
時
一
割
程
度
を
買

持
し
て
商
務
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
一
九
年
に
な
る
と
相
対
的
に
買
持
の
比
重
が
増
加
す
る
。
特
に
一

年

月
の

米
騒
動
前
後
に
取
扱
高
が
急
増
し
た
米
穀
商
売
に
つ
い
て
は
、
一

年
上
季
に
平
均
九
千
ト
ン
で
あ
っ
た
買
持
数
量
が
、
翌
年
上
季
に
は
七

万
ト
ン
弱
に
ま
で
膨
ら
ん
で
お
り
、
取
引
に
占
め
る
見
込
商
売
の
比
重
は
大
幅
に
高
ま
っ
た
。
な
お
、
同
表
で
は
、
一

年
下
季
か
ら
一
九

年
上
季
に
か
け
て
の
大
豆
油
お
よ
び
雑
油
の
買
持
の
比
率
が
異
常
に
高
い
が
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

【
穀
肥
部
に
お
け
る
見
込
商
売
（
一
九
一
九
・
一
〇
時
点
）】

で
は
、
穀
肥
部
で
は
こ
う
し
た
見
込
商
売
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
見
込
商
売
が
拡
大
し
た
一

九
一
九
年
の
状
況
を
み
よ
う
。
な
お
以
下
の
穀
肥
部
に
お
け
る
取
引
状
況
に
関
し
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
一
九
一
九
年
十
月
に
開
催
さ

れ
た
「
第
二
回
穀
肥
部
打
合
会
議
々
事
録
」
を
利
用
し
て
い
る１

）
。

前
述
の
よ
う
に
部
関
連
商
品
で
は
各
地
支
店
で
行
わ
れ
る
売
持
買
持
を
商
品
本
部
が
管
理
し
て
い
た
。
穀
肥
本
部
の
管
理
方
針
は
次
の
ご

と
く
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
毎
月
一
五
日
、
末
日
の
二
回
、
売
越
買
越
数
量
、
帳
簿
価
格
、
損
益
予
想
、
売
約
高
を
本
部
に
電
信
で
（
三

日
以
内
）
報
告
し
た
の
ち
、
郵
便
に
て
所
定
様
式
に
記
入
の
上
、
報
告
す
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た２

）
。
こ
の
報
告
形
式
に
つ
い
て
は
、
全
社
的

に
進
め
ら
れ
た
一
九
年
の
売
越
買
越
限
度
改
正
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
穀
肥
部
に
独
自
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

で
は
、
見
込
限
度
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
穀
肥
部
に
お
け
る
見
込
限
度
に
は
①
分
与
限
度
②
臨
時
限
度
③
臨
時
限
度
の
う
ち
続
け
て
利
用

不
可
の
も
の
、
の
三
種
類
が
あ
り
、
臨
時
限
度
（
本
店
業
務
課
の
説
明
で
は
特
別
限
度
）
は
各
店
（
支
部
）
が
申
請
し
「
本
部
ハ
手
許
ノ
許

ス
限
リ
之
ヲ
容
レ
同
時
ニ
本
店
本
部
ニ
再
申
請
」
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
業
務
課
案
で
は
、
②
と
③
は
一
九
年
の
大
幅
限
度
超
過
を
受
け
て
、

暫
定
的
に
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
〇
月
ま
で
に
廃
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
穀
肥
部
の
状
況
は
全
社
的
な
見
込
限
度
の
縮
小
整
理
の

動
き
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
同
年
の
別
の
会
議
で
武
村
常
務
取
締
役
が
「
穀
肥
部
ノ
商
品
ハ
限
度
少
キ
ニ
付
之
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71.15

52.99

6.31

25.95

11.29

8.71

7.24

3.91

19.12

13.24

6.48

17.07

8.44

11.69

25.86

16.56

15.65

23.30

25.25

14.54

11.53

15.46

5.04

17.93

25.36

11.65

12.51

5.35

5.46

15.86

10.86

6.65

35.57

9,529,267

21,251,865

19,578,783

33,616,746

36,888,793

28,100,373

12,963,707

10,278,974

7,800,048

7,959,519

5,758,434

4,354,820

7,618,044

4,413,197

989,695

492,564

1,320,767

10,474,225

5,159,093

11,824,242

3,714,289

4,909,439

6,835,703

4,493,210

5,023,274

4,695,977

993,447

1,068,183

660,418

8,173,090

5,751,613

3,394,263

41,187,337

11,954

27,788

1,182,888

1,441,917

1,557,420

5,512,134

2,675,359

2,324,170

47,970

39,729

49,669

18,254

24,892

13,486

51,435

28,979

87,195

91,842

51,449

127,913

11,068

6,534

14,779

1,050,721

1,025,234

1,196,644

7,114

6,356

5,933

265,470

219,394

173,027

194,531

6,335

1,753

841,642

374,134

175,800

480,000

193,736

90,782

9,170

5,260

3,220

3,116

2,100

1,576

13,300

4,800

13,644

21,400

12,990

18,600

1,276

1,010

745

188,400

260,000

139,398

890

340

324

42,100

23,830

11,500

69,200

1,217

392

624,002

181,197

11,010

179,870

572

15,150

5,894

1,880

1,060

2,330

1,072

1,000

10,332

1,800

3,514

6,702

7,088

12,071

230

173

330

83,287

146,206

23,737

74

106

309

6,000

1,030

2,000

27,676

20,605

3,248

1,019,802

730,409

308,000

421,160

387,161

191,687

10,995

9,902

10,291

4,053

3,038

2,033

15,839

10,160

21,937

29,755

20,454

25,419

2,009

1,522

1,352

324,832

353,194

212,973

2,957

918

840

86,120

70,000

15,430

118,208

1918下季

雑油 (噸) 1918上季

1919 上季

1918下季

大豆油 (函) 1918上季

1919 上季

1918下季

豆粕 (担) 1918上季

1919 上季

1918下季

種子類 (噸) 1918上季

1919 上季

1918下季

豆類 (噸) 1918上季

1919 上季

1918下季

朝鮮大豆 (石)1918上季

1919 上季

1918下季

満州大豆 (噸)1918上季

1919 上季

1918下季

澱粉 (噸) 1918上季

1919 上季

1918下季

麦粉 (袋) 1918上季

1919 上季

1918下季

小麦 (噸) 1918上季

1919 上季

1918下季

台湾米 (石) 1918上季

1919 上季

1919 上季

1918下季

35,593

21,782

21,511

1,859

31,167

10,600

30,374

138,149

18,758,150

21,077,048

102.61

7.67

A/B(%)

6.7219,736,065139,4669,3775,03216,684

円数量(B)平均(A)最低最高

社外売約高買持数量

［備考］ 1.「第 2回穀肥部打合会議々事録」大正8年 10月，RG131より作成。

2. 平均は最高・最低の平均ではなく各半季旬の純平均額。

米 (噸) 1918上季

第 3表 取引に占める見込み商売の比重
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ヲ
研
究
シ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
申
立
ヲ
為
ス
様
部
長
ニ
モ
申
セ
シ
コ
ト
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
穀
肥
部
の
特
別
限
度
に
つ
い
て
は

幹
部
も
容
認
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る３

）
。

次
に
、
常
時
発
生
す
る
売
持
買
持
の
原
価
の
算
定
方
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
部
に
お
け
る
見
込
商
売
の
原
価
算
定
方
法
を
み
よ
う
。

穀
肥
部
本
部
で
は
、
前
期
持
越
原
価
と
新
規
買
付
原
価
の
平
均
原
価
を
常
に
算
定
し
て
置
き
、
新
規
売
抜
に
よ
る
損
益
発
生
後
、
当
該
損
益

を
原
価
に
組
入
れ
る
（
利
益
の
場
合
は
原
価
切
下
げ
）
と
い
う
手
法
で
あ
り
、
期
末
の
手
持
ち
品
原
価
と
時
価
と
の
差
額
を
当
期
損
益
と
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
手
法
は
「
売
越
買
越
原
価
ノ
算
出
ハ
本
店
本
部
ノ
制
ハ
該
売
越
又
ハ
手
持
品
ノ
売
約
又
ハ
買
付
ノ
実
際
値
段
（
又
ハ
其

平
均
原
価
）
ヲ
以
テ
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
穀
肥
部
独
自
の
算
定
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
部
で
は
「
手
持
品
損
益
ヲ

刻
々
ニ
明
知
シ
得
ル
ヲ
以
テ
甚
便
益
ヲ
感
ズ
」
と
し
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
リ
ス
ク
の
高
い
管
理
方
法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
穀
肥
部
の
見
込
商
売
の
管
理
方
式
は
、
商
品
特
性
も
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
で

は
、
同
部
の
売
越
買
越
状
況
の
推
移
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
第
４
表
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
同
表
に
よ
れ
ば
穀
肥
部
は
恒
常
的
に
限

度
超
過
で
あ
り
、
全
社
的
な
見
込
み
超
過
と
拡
大
が
判
明
し
た
直
後
の
一
九
年
四
月
時
点
で
は
、
三
井
物
産
全
体
の
買
持
額
の
三

％
が
穀

肥
部
の
買
持
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
同
時
点
に
お
け
る
買
持
限
度
超
過
額
を
計
算
す
る
と
、
穀
肥
部
が
五
四
・
六
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
石
炭
の
三
・
六
％
、
木
材
、

護
謨
の
三
・
五
％
、
砂
糖
二
・
一
％
、
機
械
一
・
二
％
、
烏

茶
〇
・
五
％
、
雑
品
（
燐
寸
、
セ
メ
ン
ト
、
薬
品
、
染
料
、
缶
詰
、
食
料

品
）
一
四
・
九
％
と
な
る４

）
。

【
見
込
商
売
と
部
制
度
】

で
は
な
ぜ
、
穀
肥
部
で
は
大
戦
期
に
お
い
て
見
込
商
売
が
大
幅
に
拡
大
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
穀
肥
部
取
扱
商
品
の
商
品
特
性
と
い

う
以
上
に
部
の
体
質
に
求
め
ら
れ
る
。
穀
肥
部
の
大
き
な
特
徴
は
、
支
店
に
対
す
る
部
の
統
率
力
の
弱
さ
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
売
越
買
越
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状
況
の
連
絡
と
売
買
の
指
揮
命
令
の
二
点
か
ら
確
認
し
よ
う
。

第
一
に
、
売
越
買
越
の
報
告
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
穀
肥
部
に
お
け
る
売
越
買
越
限
度
の
報
告
は
「（
売
越
買
越
の
報
告
）
ハ
兼
テ
打
合

セ
タ
ル
所
ニ
モ
ア
リ
店
ニ
ヨ
リ
テ
殆
ド
完
全
ニ
近
ク
実
行
セ
ラ
ル
ヽ
向
モ
ア
レ
ド
大
体
ニ
於
テ
未
ダ
徹
底
的
ニ
行
ハ
レ
居
ラ
ヌ
ノ
憾
ア
リ
」

５
）

と
い
う
本
部
か
ら
の
説
明
に
も
あ
る
よ
う
に
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
社
的
に
見
込
商
売
を
管
理
す
る
業
務

［
備
考
］
「
大
正
8
年
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
物
産
347

よ
り
作
成
。

台
湾
米

小
麦

麦
粉

澱
粉

朝
鮮
大
豆

満
州
大
豆

豆
類

種
子
類

豆
油

雑
油

豆
粕

390

450

1,
220

330

240

1,
950

650

3,
380

2,
050

3,
815

990

300

400

750

150

170

3,
000

150

1,
690

2,
000

1,
200

1,
500

40－472

261

232

1,
084

433

208

4,
362

1,
862

871

1,
989

130

1,
562

31034

1,
629

588

1,
889

12,
364

12,
495

1,
468

1,
078

399

718

682

220

2,
907

1,
288

1,
570

17,
266

20,
104

4,
491

169

124

321

583

187

2,
191

615

1,
641

11,
169

19,
228

2,
073

31633

350

36374

2,
903

642

2,
775

13,
600

5,
398

698

40

300

378

17656

2,
425

681

4,
958

5,
529

3,
953

696

－－－26－－531

3,
268

3,
529

2,
753－

16－－213－－492

1,
085

11,
600

4,
198－

－－－43317－465－

9,
169

18,
028

573

688－－352－957

638－

15,
216

16,
289

3,
501

1,
599－342－－－－－

10,
314

8,
680

478

－－－－－－－－

2,
312－－

14,
810

－
－

－

500
－

－
－

1919.
4～

内
限
度
超
過

内
限
度
超
過

内
限
度
超
過

3,
000

－ －

－

2,
490

－

5,
431

－
－

－

838
－

－

内
限
度
超
過

内
限
度
超
過

内
限
度
超
過

18,
860

443
99

3,
099

3,
443

21,
860

8,
18152

5,
24046

1,
0152

2,
750

120

米雑
粕

1919.
8.
15

1919.
7.
31

1919.
4.
30

1919.
1.
31

1918.
10.

31
1918.

4.
30

許
可
限
度
額

買
越
額

買
越
額

買
越
額

買
越
額

買
越
額

買
越
額

～
1919.

1

485
465

1,
338

1,
665

133
150

1,
950

22,
775

31,
060

60,
620

60,
620

39,
877

10,
992

20,
285

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

合
計

(単
位

千
円
)

第
4
表

穀
肥
部
限
度
超
過
額
推
移
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課
も
「
各
地
ヨ
リ
ノ
報
告
ニ
付
キ
本
部
ニ
テ
モ
不
明
ノ
モ
ノ
ア
ル
位
ナ
ル
ヲ
以
テ
業
務
課
ト
シ
テ
ハ
更
ニ
不
明
ノ
モ
ノ
多
シ
仍
テ
必
要
ナ
ル

書
類
ノC

o
p
y

ハ
必
ズ
業
務
課
ニ
モ
送
付
サ
レ
タ
シ
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た６

）
。
前
述
の
よ
う
に
見
込
商
売
は
、
業
務
課
か
ら
部
へ
、
部
か

ら
営
業
店
へ
と
い
う
流
れ
で
管
理
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
部
の
統
括
力
が
脆
弱
な
状
況
は
、
見
込
商
売
管
理
の
拡
大
の
背
景
に
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

穀
肥
部
の
統
括
力
の
弱
さ
は
、
取
引
指
揮
命
令
に
つ
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
穀
肥
部
で
は
営
業
店
間
の
葛
藤
が
激
し
く
、
部

が
そ
れ
ら
店
舗
間
の
調
整
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
状
況
も
み
ら
れ
た
。
シ
ア
ト
ル
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
の
葛
藤
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
の
で
、
以
下
で
は
、
大
連
支
部
と
本
部
の
葛
藤
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

一
九
年
の
会
議
で
は
各
支
部
間
の
引
合
の
統
一
・
改
善
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
席
上
、
穀
肥
部
大
連
支
部
参
事
の
坂
本
庫

助
と
丹
羽
義
次
の
間
で
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
る７

）
。

坂
本
大
連
支
部

哈
爾
賓
、
安
東
縣
、
牛
荘
ノ
三
店
ハ
従
来
仕
入
店
ト
シ
テ
本
部
ト
直
接
引
合
セ
リ
、
此
結
果
最
近
ニ
於
テ
取
扱
高
増
加
セ
シ
ト
雖
モ
其
ノ
成
績
面
白

カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
…
今
後
重
大
ナ
ル
引
合
ハ
本
部
ヨ
リ
直
接
奥
地
ヘ
発
セ
ズ
シ
テ
凡
テ
大
連
支
部
長
経
由
サ
レ
タ
シ

丹
羽
部
長

坂
本
君
ノ
提
案
ハ
昨
年
打
合
セ
済
ニ
テ
或
程
度
迄
ハ
実
行
出
来
ル
モ
実
際
上
絶
対
的
ニ
ヤ
レ
バ
商
売
ハ
縮
小
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
、
蓋
シ
見
込
商
売
ヲ
ヤ

リH
ed
g
e

ヲ
急
グ
場
合
ニ
於
テ
モ
必
ラ
ズ
責
任
者
（
大
連
支
部
長

引
用
者
）
ヲ
経
由
ス
ル
事
ト
セ
バ
遂
ニ
商
機
ヲ
逸
ス
ル
恐
ア
ル
ヲ
以
テ
之
レ

ハ
適
宜
ノ
調
整
ヲ
ト
ル
必
要
ア
リ

中
国
東
北
部
の
奥
地
買
付
に
つ
い
て
、
大
連
支
部
と
本
店
間
に
引
合
の
主
体
を
め
ぐ
る
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
ま
た
、
大
豆

油
取
引
に
つ
い
て
も
穀
肥
部
本
部
か
ら
次
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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本
部
内
地
売
買
ノ
目
的
ハ
実
際
ノ
市
況
ヲ
知
ル
ニ
ア
リ
…
嘗
テ
大
連
店
ニ
於
テ
ハ
本
部
ノ
地
売
買
品
ニ
対
シ
本
部
ハ
僅
カ
ノ
利
鞘
ヲ
儲
ケ
ン
ガ
タ
メ

大
連
支
部
ニ
テ
苦
心
シ
テ
買
付
ケ
セ
ル
品
質
良
好
荷
造
リ
完
全
ナ
ル
荷
物
ヲ
引
渡
シ
反
対
商
ヲ
シ
テ
利
益
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
誤
解
セ
ラ
レ
タ
ル

コ
ト
ア
リ
又
本
部
ガ
内
地
ニ
テ
買
付
セ
ザ
ラ
ン
ニ
ハ
更
ニ
割
安
品
ヲ
大
連
ニ
テ
買
付
ケ
得
タ
ル
ニ
ト
云
フ
非
難
ヲ
屡
耳
ニ
セ
シ
…
神
戸
ニ
ハ
四
十
有

余
ノ
輸
出
商
盛
ニ
思
惑
ヲ
以
テ
先
売
先
買
ヲ
試
ム
ル
ガ
故
ニ
相
場
ノ
如
キ
変
動
極
リ
ナ
ク
時
ニ
大
連
ニ
比
シ
著
シ
ク
安
値
ヲ
見
セ
ル
場
合
ア
リ
然
シ

テ
ソ
ノ
値
段
ヲ
以
テ
相
当
纏
レ
ル
数
量
買
付
得
ル
ガ
故
ニ
之
等
ノ
割
安
物
ハ
可
也
反
対
商
ニ
取
ラ
レ
ザ
ル
様
努
メ
テ
当
社
ノ
手
ニ
収
メ
之
ヲ
欧
州
定

期
割
安
船
腹
ヲ
利
用
シ
テ
積
出
シ
亦
当
地
相
場
ガ
需
要
地
相
場
ヨ
リ
モ
多
ク

騰
セ
ル
場
合
ニ
ハ
之
ヲ
反
対
商
ニ
売
リ
被
セ
以
テ
当
社
全
般
ノ
商
内

ヲ
助
長
シ
利
益
ヲ
挙
ゲ
ン
コ
ト
ニ
努
ム
ル
ヲ
原
則
ト
セ
リ８

）

大
連
支
部
と
穀
肥
本
部
の
葛
藤
は
大
豆
油
取
引
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
穀
肥
部
に
お
け
る
統
括
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
部
の
統
括
力
は
見
込
商
売
の
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
見
込
商
売
の
成
否
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。
一
九
一
九
年
の
穀
肥
部
報
告
で

は
そ
の
点
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

本
部
ハ
強
気
方
針
ヲ
以
テ
買
ニ
出
デ
居
ル
ニ
際
シ
テ
ハ
得
テ
販
売
店
ニ
テ
得
意
先
ヨ
リ
買
注
文
ヲ
受
ケ
ラ
レ
本
部
ニ
売
約
ヲ
強
ラ
ル
ヽ
コ
ト
往
々
ア

リ
本
部
ニ
テ
ハ
売
度
ク
無
キ
モ
販
売
店
ノ
立
場
ヲ
考
慮
シ
テ
売
応
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
場
合
ア
リ
而
シ
テ
本
部
ガ
手
持
品
売
退
キ
ニ
出
タ
ル
ト
キ

ハ
各
販
売
店
ノ
消
化
力
ハ
極
メ
テ
減
縮
セ
ラ
レ
居
リ
止
ム
無
ク
適
当
ノ
場
所
ニ
余
程
下
値
ヲ
覚
悟
シ
テ
売
リ
逃
ヲ
策
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
結
局
見
込
ニ

ヨ
リ
儲
ル
場
合
ヨ
リ
モ
損
ス
ル
場
合
ノ
方
ガ
比

的
過
大
ト
ナ
リ
テ
相
場
ノ
当
リ
ヲ
充
分
ニ
実
現
ス
ル
コ
ト
困
難
ナ
ル
ハ
想
像
ニ
難
カ
ラ
ズ
…
仕
入

店
ハ
仕
入
一
方
ニ
偏
セ
ス
《
今
一
層
販
売
能
力
ノ
涵
養
ニ
勉
メ
ラ
レ
販
売
店
ハ
販
売
一
方
に
偏
セ
ズ
》
今
一
層
買
付
能
力
ノ
涵
養
ニ
勉
メ
ラ
レ
本
部

ノ
見
込
方
針
ニ
共
鳴
ノ
出
来
ル
様
配
慮
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
乞
フ９

）

仕
入
店
と
販
売
店
の
連
携
こ
そ
が
見
込
商
売
を
成
功
さ
せ
る
上
で
重
要
な
要
件
で
あ
り
、
商
品
本
部
は
そ
う
し
た
販
売
店
間
の
調
整
を
重

要
な
機
能
と
す
る
組
織
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
自
己
本
位
自
店
本
位
ト
ナ
リ
当
社
全
体
又
ハ
部
全
体
ノ
利
害
ヲ
第
二
ト
シ
テ
打
算

セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
往
々
接
触
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
さ
れ
る
同
部
の
体
質
は
、
見
込
商
売
に
関
し
て
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う10

）
。
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
穀
肥
部
で
は
支
店
統
括
機
能
が
充
分
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
同
部
の
見
込
商
売
に
関
し
て
大
き
く
二
つ
の

点
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
各
営
業
店
の
売
越
買
越
限
度
の
管
理
の
問
題
、
第
二
は
見
込
商
売
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
仕
入
・
販
売
店
間
の
連
携
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
同
部
の
組
織
的
問
題
が
、
一
方
で
穀
肥
関
連
商
品
に
お
け
る
見
込
商
売
の
大
幅

な
拡
大
と
限
度
超
過
に
、
他
方
で
後
述
す
る
紐
育
事
件
の
背
景
に
繫
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
見
込
商
売
の
相
対
的
規
模
の
大
き
さ
や
各
営
業
店
の
自
立
性
は
、
価
格
変
動
が
激
し
く
機
動
性
を
要
求
さ
れ
る
穀
肥

部
関
連
商
品
の
取
引
上
の
性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
穀
肥
部
同
様
に
価
格
変
動
が
激
し
く
売
越
買

越
業
務
の
意
義
が
大
き
い
棉
花
部
の
場
合
、
穀
肥
部
と
は
対
照
的
な
部
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
一

年
の
会
議
で
児
玉
一

造
棉
花
部
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

部
員
一
同
ハ
其
後
益
々
意
思
疎
通
シ
之
ヲ
数
年
前
ニ
比
ス
レ
ハ
實
ニ
雲
泥
ノ
差
ニ
シ
テ
殆
ン
ト
完
全
ニ
近
キ
部
ナ
リ
ト
云
フ
モ
過
言
ニ
ア
ラ
ス
、
然

レ
ト
モ
部
ト
シ
テ
困
難
ナ
ル
点
ハ
部
員
ノ
殆
ン
ト
総
ヘ
テ
カ
棉
花
ノ
如
キ
各
自
ノ
方
針
ニ
依
リ
進
退
出
来
サ
ル
商
売
ヲ
厭
ヒ
、
他
ノ
雑
貨
商
内
等
ノ

如
キ
自
己
ノ
考
ヲ
以
テ
進
退
シ
得
ル
仕
事
ニ
従
事
ス
ル
事
ヲ
欲
ス
ル
誠
ニ
寒
心
ス
ヘ
キ
事
ナ
リ
ト
ス
、
然
シ
テ
其
実
情
ヲ
見
ル
ニ
実
際
棉
花
部
ニ
於

テ
ハ
相
当
高
キ
位
置
ニ
居
ル
モ
ノ
モ
自
己
ノ
考
ニ
テ
売
買
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
、
終
始
一
貫
ノ
方
針
ニ
盲
従
ス
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
不
愉
快
ト
シ
テ

他
ニ
転
勤
ヲ
希
望
ス
ル
ハ
無
理
ナ
キ
処
ナ
リ
ト
ス11

）

棉
花
部
で
は
「
終
始
一
貫
ノ
方
針
ニ
盲
従
ス
ル
ノ
ミ
」
で
却
っ
て
部
員
の
士
気
が
落
ち
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
自
己
本
位
自
店
本
位
」

に
活
動
す
る
と
さ
れ
る
穀
肥
部
と
は
そ
の
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
よ
う12

）
。
棉
花
部
の
場
合
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
以
前
に
は

す
で
に
大
阪
支
店
（
本
部
）
お
よ
び
ボ
ン
ベ
イ
支
店
（
支
部
）
を
中
心
に
専
門
的
人
材
層
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
部
・
支
部
間
の
人

事
異
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、
統
合
化
さ
れ
た
部
内
で
蓄
積
さ
れ
た
人
材
は
、
後
に
東
洋
棉
花
に
引
き
継
が
れ
た13

）
。
穀
肥
部
の
組
織
的
特
性
は

商
品
属
性
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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２

豆
油
取
引
の
失
敗

紐
育
事
件

以
下
で
は
部
の
支
店
間
調
整
機
能
の
欠
如
が
見
込
商
売
の
失
敗
に
繫
が
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
大
戦
期
三
井
物
産
に
お
け
る
豆
油
取
引
の

失
敗
の
事
例
を
検
証
し
よ
う
。
こ
の
豆
油
取
引
の
失
敗
は
当
時
、
紐
育
事
件
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
武
田
晴
人
氏
の
先
行
研
究
で
そ
の
内
容
が

紹
介
さ
れ
て
い
る14

）
。
同
論
文
に
よ
れ
ば
、「
大
連
事
件
」
に
際
し
て
、
古
河
商
事
の
旗
売
り
を
買
交
渉
し
た
物
産
穀
肥
部
長
（
丹
羽
）
が
一

九
二
〇
年
三
月
末
に
「
貴
社
大
連
事
件
ニ
ツ
キ
中
々
大
事
件
に
し
て
御
心
配
の
こ
と
と
想
察
ス
、
弊
社
に
お
い
て
も
前
に
紐
育
事
件
在
り
テ

苦
シ
キ
経
験
ヲ
嘗
タ
ル
所
…
…
…
」
と
説
明
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
古
河
の
内
部
資
料
で
は
別
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る15

）
。

欧
州
大
戦
休
戦
当
時
三
井
物
産
会
社
紐
育
支
店
ガ
鉄
油
類
ノ
大
思
惑
売
買
ニ
テ
大
蹉
跌
ヲ
来
シ
タ
ル
事
件
ア
リ
後
ニ
テ
査
明
セ
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
該
支

店
ニ
テ
ハ
油
類
ノ
世
界
ノ
産
額
ノ
十
倍
ニ
モ
相
当
ス
ル
数
量
ノ
買
占
メ
ヲ
ナ
シ
居
レ
リ
ト
云
フ
ヲ
以
テ
今
ニ
及
ン
デ
財
界
ノ
一
話
柄
ト
ナ
ス
蓋
シ
浅

野
ノ
銀
売
買
モ
之
ニ
類
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
…

後
述
の
よ
う
に
、
大
量
の
買
持
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
買
占
め
の
主
体
を
紐
育
店
と
し
て
い
る
等
、
上
掲
引
用
文
は
事

実
と
若
干
異
な
る
。
し
か
し
、
当
時
、
三
井
物
産
紐
育
支
店
に
お
け
る
「
油
類
ノ
大
思
惑
売
買
ニ
テ
大
蹉
跌
」
と
い
う
事
実
が
「
財
界
ノ
一

話
」
と
な
っ
て
い
た
証
左
と
な
ろ
う
。

【
三
井
物
産
に
お
け
る
満
州
大
豆
油
取
引
】

で
は
、
具
体
的
に
三
井
物
産
の
豆
油
取
引
の
状
況
を
確
認
し
よ
う
。
豆
油
は
、
大
戦
前
に
は
欧
州
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
を
主
た
る
需
要
先
と

し
て
い
た
が
、
大
戦
に
よ
っ
て
商
売
が
途
絶
し
、
一
九
一
四
年
末
に
暴
落
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
欧
州
搾
油
業
の
萎
縮
と
米
綿
減

収
に
よ
る
綿
実
油
の
代
用
品
と
し
て
需
要
が
拡
大
し
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
向
け
の
需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
５
表
で
も
明
ら
か

な
よ
う
に
特
に
一
九
一
七
年
春
以
降
、
ア
メ
リ
カ
綿
作
収
穫
の
悲
観
予
測
と
と
も
に
取
引
が
活
発
化
し
て
お
り
、
一
七
年
上
季
に
は
ア
メ
リ
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カ
が
欧
州
、
日
本
を
抜
い
て
最
大
の
輸
出
先
と
な
っ
た
の
で
あ
る16

）
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
一
九
一

年
上
期
よ
り
大
豆
油
は
穀
肥
部

担
当
商
品
と
し
て
そ
の
引
合
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
欧
州
製
油
事
業
の
萎
縮
に
伴
い
欧
米
（
特
に
米
国
）
に
お
け
る
工
業

用
・
食
料
品
用
需
要
が
、
菜
種
油
、
綿
実
油
、
落
花
生
油
、
桐
油
、
カ
ス
ト
ル
油
、
椰
子
油
、
亜
麻
仁
油
等
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
を
受
け
、

仕
入
店
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
店
舗
と
欧
米
店
舗
と
の
引
合
調
整
の
た
め
植
物
性
油
類
も
穀
肥
部
担
当
商
品
に
組
入
れ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
取
引

の
拡
張
を
受
け
て
、
第
１
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
油
脂
類
は
一
九
一
九
年
に
は
取
引
全
体
の
七
％
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
成
長
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
豆
油
は
大
戦
期
の
三
井
物
産
の
商
品
取
引
を
代
表
す
る
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
、
第
５
・
６
表
に
み
る
よ
う
に
三
井
物
産
は
、
満
州
大
豆
油
の
対
米
輸
出
取
引
に
お
い
て
常
に
五
割
以
上
を
占
め
る
圧
倒
的
地
位

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

52.
0

2,
04419

104,
683

82,
617

78.
9

82.
0

3561

51,
090

33,
895

66.
3

75

158

94,
818

49,
343

欧
州

中
国

台
湾
・
朝
鮮

ア
メ
リ
カ

2,
500

6,
035

10.
5

78.
5

2,
452

2,
4403

35,
921

29,
458

23,
900

8989

7,
688

0.
1

2
2,
289

11,
807

123

2,
496

3,
539

1.
9

288
15,

415
14.

0
1,
653

日
本

露
領

72
大
連

1918
年
下
半
季

1918
年
上
半
季

1917
年
下
半
季

1917
年
上
半
季

1916
年
下
半
季

B
/A
(%

)
三
井
物
産

(B
)

総
高

(A
)

B
/A
(%

)
三
井
物
産

(B
)

総
高

(A
)

B
/A
(%

)
三
井
物
産

(B
)

総
高

(A
)

B
/A
(%

)
三
井
物
産

(B
)

総
高

(A
)

B
/A
(%

)
三
井
物
産

(B
)

総
高

(A
)

75.
8

82,
619

109,
035

50.
6

49,
343

97,
547

61.
6

33,
895

54,
986

52.
9

29,
746

56,
231

22.
9

10,
188

44,
497

合
計

［
備
考
］

前
掲
「
大
正
8
年
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
72
頁
付
表
よ
り
作
成
。

(単
位

米
噸
)

第
5
表

満
州
豆
油
輸
出
高
推
移
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【
シ
ア
ト
ル
店
に
お
け
る
見
込
商
売
の
拡
大
】

と
こ
ろ
で
、
大
戦
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
大
豆
油
の
商
況
は
不
安
定
な
状
況

で
推
移
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一

年
下
半
期
の
好
景
気
か
ら
一
九
年
上
期
に
「
終
始

市
況
ノ
一
大
不
安
期
」
と
な
り
、
一
九
年
下
期
に
「
戦
時
中
ヲ
凌
駕
セ
ル
平
和
初
期

ノ
熱
狂
景
気
ヲ
出
現
」
す
る
も
の
の
各
種
政
策
介
入
に
よ
り
「
豆
油
ノ
前
途
ハ
楽
、

悲
両
観
ノ
迷
路
ニ
ア
リ
」
と
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た17

）
。
こ
う
し
た
時
期
に
三
井
物
産

で
は
北
米
店
を
中
心
に
見
込
商
売
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
一

年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
穀
肥
部
は
買
越
限
度
を
大
幅
に
超
過
し
て
見

込
商
売
を
活
発
化
さ
せ
た
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
実
は
、
そ
の
見
込
商
売
の
大
半
は

一

年
頃
よ
り
活
発
化
し
た
大
豆
油
及
び
雑
油
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
第
７
表
か
ら

確
認
し
て
み
よ
う
。
一
九
年
四
月
時
点
の
三
井
物
産
全
体
の
買
持
額
一
億
六
千
万
の

う
ち
、
穀
肥
部
の
買
持
額
は
六
千
万
円
強
と
全
体
の
四
割
弱
を
占
め
た
が
、
こ
う
し
た
巨
額
の
穀
肥
部
買
持
の
大
半
は
、
大
豆
油
と
雑
油
の

買
越
で
あ
っ
た
（
五
割
か
ら
六
割
前
後
）。
そ
し
て
第
８
表
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
巨
額
化
し
た
大
豆
油
・
雑
油
の
買
越
の

割
か
ら
九
割

が
桑
港
支
店
の
管
轄
下
に
あ
る
シ
ア
ト
ル
出
張
員
の
買
越
分
で
あ
っ
た
。

シ
ア
ト
ル
店
は
大
豆
油
の
見
込
分
与
限
度
三
万
函
に
対
し
て
四
〇
万
函
、
雑
油
は
同
じ
く
五
〇
〇
ト
ン
に
対
し
て
二
万
ト
ン
以
上
の
買
越

と
い
う
大
幅
な
限
度
超
過
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
出
張
員
（
二
〇
名
前
後
が
配
属
）
な
が
ら
三
井
物
産
の
経
営
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
買
持

を
行
う
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
買
越
が
シ
ア
ト
ル
店
で
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
見
込
商
売
拡
大
の
背
景
に
大
戦
期
の
豆

15.1

0.0

0.0

0.0

1.3

1.8

3.7

163,945

14,500

20,000

40,301

0.1

0.6

0.9

0.2

0.3

14.1

2,000

13,500

22,000

6,000

7,000

345,100

小寺

増田屋

中井

浅野

久原

内外貿易

鈴木

10.6

3.7

115,160

40,000

2.4

19.8

60,060

487,020

その他

日清

1919.11-41918.5-10

構成比取扱高(函)構成比取扱高(函)

59.7649,87461.61,511,840

100.01,088,780100.02,454,520

［備考］ 前掲「大正8年支店長会議穀肥部報告」66,68-9 頁

より作成。

合 計

三井

第 6表 商社別大豆油積出比率
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油
取
引
に
お
け
る
シ
ア
ト
ル
店
の
位
置
づ
け
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
戦
期
に
主
力
商
品
と
な
っ
た
大
豆
油
取
引
の
拡
大
は
、

シ
ア
ト
ル
店
の
傭
船
活
動
に
よ
る
功
績
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一

年
の
支
店
長
会
議
で
丹
羽
は
大
豆
油
取
引
が
シ
ア

ト
ル
で
拡
大
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

紐
育
方
面
ニ
ハ
従
来
日
本
船
舶
航
行
シ
タ
リ
シ

ニ
、
戦
局
ノ
進
ム
ト
共
ニ
巴
奈
馬
経
由
困
難
ト

ナ
リ
、
運
賃
モ
割
高
ト
ナ
リ
、
又
紐
育
市
場
ニ

テ
油
ヲ
内
地
ニ
輸
送
ス
ル
鉄
道
連
絡
余
リ
便
利

ナ
ラ
ス
、
然
ル
ニ
「
シ
ア
ト
ル
」
ハ
紐
育
ニ
比

シ
此
点
ニ
於
テ
ハ
便
利
ナ
ル
地
歩
ヲ
占
メ
、
又

「
シ
ア
ト
ル
」
ニ
在
ル
当
業
者
カ
多
少
進
取
的
ナ

人
ナ
リ
シ
為
メ
、
油
商
売
ヲ
「
シ
ア
ト
ル
」
ニ

引
付
ケ
タ
キ
考
ヨ
リ
油
ノ
荷
揚
ニ
必
要
ナ
ル
設

備
ヲ
早
速
完
成
セ
シ
メ
タ
ル
カ
、
此
必
要
ナ
ル

設
備
ノ
完
成
ハ
植
物
性
油
商
売
ヲ
「
シ
ア
ト
ル
」

ニ
集
中
ス
ル
ニ
至
リ
シ
原
因
ニ
シ
テ
、
他
面
ニ

於
テ
ハ
「
シ
ア
ト
ル
」
店
カ
船
舶
部
ヲ
離
レ
自

カ
ラ
雇
船
ヲ
有
シ
豆
油
ノ
運
搬
ニ
便
利
ヲ
計
リ

タ
ル
コ
ト
モ
其
一
原
因
ト
ナ
リ
タ
リ
シ
ナ
リ18

）

シ
ア
ト
ル
店
で
は
大
戦
期
に
傭
船
活
動
を
活

61.2

49.4

61.6

5,397,526

19,227,768

20,104,067

13,599,656

11,169,238

17,265,773

31,060,258

61,498,899

60,619,635

7

4

1919 1

41.6

62.3

3,935,312

12,494,736

5,528,783

12,364,106

22,757,322

39,877,263

8

10

56.61,862,0544,361,67310,991,717

BC/A雑油(C)豆油(B)買越(A)

［備考］ 前掲「大正8年支店長会議穀肥部報告」より作成。

1918 4

(単位 円)

第 7表 穀肥部における見込み商売の拡大

96.0

91.1

22,493

28,40031,167

23,431

21,51135,593

1919 5

1919 上

98.1

85.0

396,041

715,000841,642

403,772

624,0021,019,802

1919 5

1919 上

9

1818 下 20,605

3,574

1,217 6,335

3,206

4,000

89.7

63.1

9

1818 下 730,409

145,290

181,197 374,134

145,290

316,000

100.0

84.5

??1,7533923,248雑油

??175,80011,010308,000大豆油

B/Aシアトル分
(B）平均(A)最 低最 高

買 越 数 量

［備考］ 前掲「第2回穀肥部打合会議々事録」より作成。

1918 上

1918 上

(単位 函、㌧)

第 8表 シアトル店の見込み商売の拡大
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発
化
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
最
盛
期
に
は
二
四
、
五
隻
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
と
い
わ
れ
、
利
益
は
一
千
万
円
に
も
上
っ
た
と
さ
れ
る
。
判
明
す

る
一

年
七
月
時
点
で
も
シ
ア
ト
ル
店
は
一
五
隻
、
一
二
万
二
千
ト
ン
の
手
持
船
腹
を
保
有
し
て
お
り
、
船
舶
部
の
手
持
船
、
一
六
万
三
千

ト
ン
に
匹
敵
す
る
規
模
を
有
す
る
輸
送
主
体
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る19

）
。

し
か
し
、
シ
ア
ト
ル
店
の
買
持
額
は
、
全
社
的
に
見
込
商
売
が
抑
制
さ
れ
る
一
九
一
九
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
急
速
に
縮
小
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
で
は
、
シ
ア
ト
ル
店
の
大
豆
油
の
大
量
買
持
は
失
敗
で
あ
っ
た
の
か
。
シ
ア
ト
ル
店
の
首
席
で
あ
っ
た
石
田
礼
助
は
回
顧
録

で
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
石
田
の
説
明
の
要
旨
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る20

）
。

す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
が
プ
ロ
ダ
ク
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
社
に
対
し
て
旗
売
り
を
行
っ
た
が
、
見
込
み
が
は
ず
れ
二

千
万
円
近
い
損
失
を
発
生
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ア
ト
ル
店
の
買
持
品
を
安
価
に
提
供
し
て
売
り
埋
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
の
損
失
を
軽

減
し
た
結
果
、
最
終
的
な
損
失
が
二
、
三
百
万
円
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
石
田
は
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
処
理
を
本
店
に
相
談
せ
ず

に
独
自
の
判
断
で
行
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
シ
ア
ト
ル
店
を
追
わ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
資
料
上
、
紐
育
支
店
の
売

越
は
判
明
し
な
い
。

た
だ
し
、
石
田
の
説
明
通
り
、
シ
ア
ト
ル
主
張
員
首
席
で
あ
っ
た
石
田
は
、
一
九
一
九
年
三
月
二
六
日
付
で
帰
朝
を
命
じ
ら
れ
、
本
店
未

所
属
と
な
っ
て
お
り
、
併
せ
て
瀬
古
孝
之
助
紐
育
支
店
長
も
同
日
付
で
帰
朝
を
命
じ
ら
れ
本
店
未
所
属
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
異
動
の

結
果
、
シ
ア
ト
ル
出
張
員
主
席
は
永
島
雄
治
桑
港
支
店
長
が
兼
務
し
（
後
に
鹽
田
良
温
桑
港
支
店
長
代
理
が
就
任
）、
紐
育
支
店
長
に
は
取

締
役
で
あ
っ
た
小
林
正
直
が
就
任
し
た
。

な
お
、
瀬
古
と
石
田
は
そ
の
後
参
事
を
経
て
瀬
古
は
二
〇
年
に
生
糸
部
長
、
二
一
年
に
倫
敦
支
店
長
に
就
任
、
石
田
も
二
一
年
に
は
孟
買

支
店
長
に
就
任
す
る21

）
。

さ
て
、
石
田
の
回
顧
を
事
実
と
し
た
場
合
の
問
題
点
と
し
て
は
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
シ
ア
ト
ル
と
紐
育
が
異
な
る
相
場
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取
引
を
独
自
に
行
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
最
終
的
な
取
引
の
処
理
に
部
が
関
与
で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

第
一
の
点
を
理
解
す
る
上
で
、
紐
育
事
件
と
前
後
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
紐
育
支
店
と
シ
ア
ト
ル
店
・
桑
港
支
店
の
豆
油
取
引
の
引
合
に

関
す
る
社
内
調
整
の
動
向
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
年
十
月
の
「
穀
肥
部
打
合
会
議
」
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
平
井
は
次

の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
る22

）
。

種
子
、
雑
穀
類
ハ
紐
育
ヲ
中
心
ト
シ
テO

p
erete

セ
リ
、
西
部B

o
sto
n

、C
h
ica
g
o

ヲ
中
心
ト
シ
テO

p
erete

セ
ラ
レ
居
レ
リ
、
紐
育
ハO

ffer

ヲ
受
ケ
テ
ヨ
リ
ソ
レ
ニ
種
々
ノ
経
費
ヲ
入
レO

ffer

ヲ
ナ
ス
ガ
桑
港
ニ
テ
モ
同
様
ニO

ffer

ヲ
ナ
シ
居
レ
リ
…
同
ジ
三
井
デ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
如
此
異
ナ

ルO
ffer

ヲ
出
ス
事
ニ
ナ
ル
ヲ
以
テB

u
y
er

カ
ラ
其
電
信
ヲ
突
キ
付
ケ
ラ
レ
テ
談
判
セ
ラ
ル
ヽ
時
ハ
高
イ
方
ハ
非
常
ニ
困
ル
事
ア
リ
、
之
ヲ
避
ク
ル

為
メ
、
紐
育
、
沙
都
、
桑
港
三
店
間
充
分
ノ
打
合
ヲ
為
サ
ヾ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
引
合
が
区
々
に
行
わ
れ
る
た
め
に
取
引
上
不
利
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、

シ
ア
ト
ル
を
含
め
た
三
店
間
の
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

特
に
豆
油
に
関
し
て
は
、
従
来
シ
ア
ト
ル
店
が
主
導
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
と
の
摩
擦
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

事
実
、
一
九
年
九
月
に
行
わ
れ
た
米
国
各
店
打
合
会
議
で
は
、
下
記
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
豆
油
の
取
引
に
関
し
て
、
そ
の
引
合
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
店
に
集
中
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た23

）
。

同
商
品
（
油
脂
）
ノ
消
費
者
ハ
市
俄
古
以
東
ニ
散
在
シ
、
紐
育
店
カ
従
来
モ
出
来
得
ル
限
リ
仲
買
人
ヲ
廃
シ
直
接
消
費
者
ヘ
売
約
シ
タ
ル
カ
、
其
数

量
ハ

ニ
沙
市
出
張
員
カ
仲
買
人
ヲ
使
用
シ
売
約
シ
タ
ル
数
量
ヲ
凌
キ
且
ツ
得
意
先
ト
ノ
関
係
モ
密
接
ト
ナ
レ
リ
、
加
之
海
運
界
ノ
趨
勢
ハ
巴
奈
馬

経
由
紐
育
直
航
畝
ニ
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
方
、
現
在
ノ
沙
市
経
由
大
陸
横
断
鉄
道
便
ニ
ヨ
ル
ヨ
リ
モ
便
利
ト
ナ
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
紐
育
店
ヲ
油
脂

商
内
ノ
主
店
ト
定
メ
、
仕
入
販
売
双
方
共
紐
育
店
ニ
テ
取
扱
ヒ
、
従
来
沙
市
ノ
商
務
ヲ
紐
育
ニ
移
ス
事
ト
ス

豆
油
落
花
生
油
椰
子
油
其
他
植
物
性
雑
油
モ
亦
沙
市
及
桑
港
ニ
テ
ハ
一
切
仕
入
店
ト
直
接
引
合
ヲ
ナ
サ
ヾ
ル
事
ヲ
原
則
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、
両
店
ハ

今
後L

o
ca
l

ノ
需
要
ア
ル
場
合
ニ
ハ
引
合
ア
ル
毎
ニ
紐
育
店
ト
打
合
セ
ノ
上
指
図
ヲ
受
ケ
売
約
ス
ル
事
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紐
育
事
件
の
背
景
に
は
、
一
九
年
下
期
の
相
場
が
硬
軟
微
妙
な
状
況
下
に
お
い
て
、
豆
油
取
引
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
葛
藤
が
存
在
し
た
の

で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
両
店
の
相
場
見
込
み
が
異
な
っ
た
結
果
、
リ
ス
ク
分
散
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
店
舗
間
調
整
に
穀
肥
部
は
ま

っ
た
く
関
与
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
根
本
的
に
は
穀
肥
部
の
も
つ
支
店
統
轄
機
能
の
弱
さ
ゆ
え
に
生
じ
た
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う24

）
。

１
）

穀
肥
部
「
第
二
回
穀
肥
部
打
合
会
議
々
事
録
」
一
九
一
九
年
九
月
（
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
）。

２
）

以
下
、
穀
肥
部
の
見
込
商
売
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
二

〜
三
六
頁
。

３
）

前
掲
「
第
七
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」
三
四
二
頁
。

４
）

業
務
課
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
年
四
月
時
点
で
の
買
持
限
度
は
七
九
四
六
万
円
、
実
際
買
越
額
は
一
億
六
〇
〇
〇
万
円
で
、
限
度
超
過
額

〇
五
四
万
円
の
超
過
と
な
る
。
商
品
別
の
買
持
限
度
超
過
額
は
、
穀
肥
四
四
〇
〇
万
円
、
砂
糖
一
〇
七
万
円
、
機
械
一
〇
〇
万
円
、
石
炭
二
九

〇
万
円
、
木
材
二

〇
万
円
、
烏

茶
四
三
・
七
万
円
、
護
謨
二

〇
万
円
、
燐
寸
・
セ
メ
ン
ト
・
薬
品
・
染
料
・
缶
詰
・
食
料
品
一
二
〇
〇

万
円
と
さ
れ
る
（
前
掲
「
第
七
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」
三
三
九
、
三
四
二
頁
）。
な
お
、
穀
肥
部
の
買
持
超
過
額
は
「
第
七
回
（
大
正

年
）

支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
資
料
か
ら
計
算
で
き
る
数
値
で
は
四

三

・
三
万
円
で
あ
り
、
四
四
〇
万
円
の
誤
差
が
あ
る
。

５
）

前
掲
「
第
二
回
穀
肥
部
打
合
会
議
々
事
録
」
三
〇
頁
。

６
）

同
右
、
三

頁
。

７
）

同
右
、

七
〜
九
〇
頁
。

８
）

同
右
、
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
。

９
）
「
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
一
九
一
九
年
九
月
、
物
産
三
四
七
、
九
一
頁
。
売
越
買
越
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
仕
入
地
と
販
売
地

間
の
協
調
が
必
要
と
い
う
点
に
つ
い
は
、
一
九
二
〇
年
の
会
議
に
お
い
て
業
務
課
次
長
も
以
下
の
よ
う
に
同
様
の
趣
旨
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

仕
入
販
売
両
店
協
調
ニ
関
シ
注
意
ヲ
請
ヒ
タ
キ
ハ
、
売
買
越
ノ
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
ハ
…
之
ヲ
仕
入
店
ニ
於
テ
為
ス
ト
セ
ハ
動
モ
ス
レ
ハ

販
売
地
ノ
事
情
疎
通
セ
サ
ル
為
メ
独
断
的
ニ
判
断
ヲ
為
シ
往
々
ニ
シ
テ
其
結
果
面
白
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ア
リ
、
特
別
ノ
場
合
ハ
別
ト
シ
テ
原
則
ト
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シ
テ
販
売
地
ヲ
中
心
ト
シ
テ
為
ス
方
得
策
ト
考
フ
、
併
シ
各
関
係
店
ニ
於
テ
充
分
意
思
ノ
疎
通
ヲ
為
シ
得
ハ
此
弊
ハ
矯
正
シ
得
ヘ
シ
ト
考
フ
ル

ヲ
以
テ
、
此
点
モ
充
分
考
慮
ノ
上
品
物
ノ
性
質
其
他
ニ
依
リ
売
買
越
ノ
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
ヲ
孰
レ
ニ
テ
為
ス
カ
充
分
打
合
ヲ
為
ス
必
要
ア

ル
ヘ
シ
（
前
掲
「
第

回
支
店
長
会
議
々
事
録
」
六
一
六
頁
）

10
）

前
掲
「
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
九
五
頁
。

11
）

前
掲
「
第
六
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
六
七
〜

頁
。

12
）

森
川
英
正
氏
は
棉
花
部
独
立
の
背
景
と
し
て
棉
花
取
引
の
投
機
性
と
併
せ
て
、
同
部
の
支
店
に
対
す
る
統
括
力
と
い
う
組
織
的
要
因
を
指
摘

し
て
い
る
（
森
川
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
）。

13
）

一
九
一
五
年
七
月
時
点
に
お
け
る
棉
花
部
本
部
の
人
員
三

名
中
、
十
年
以
上
の
異
動
を
分
析
可
能
な
十
三
名
で
見
る
と
、
棉
関
連
部
署
に

五
年
以
上
の
在
籍
を
確
認
で
き
る
人
員
の
比
率
は

四
・
六
％
で
あ
り
、
二
箇
所
以
上
の
部
署
（
ボ
ン
ベ
イ
支
店
や
天
津
支
店
、
上
海
支
店
、

牛
荘
支
店
等
々
の
当
該
掛
）
を
経
験
し
た
人
員
の
比
率
は
七
六
・
九
％
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
戦
前
期
三
井
物
産
の
人
材
形
成

部
・
支
店
に
お

け
る
人
事
異
動
を
中
心
と
し
て

」『
専
修
大
学
経
営
研
究
所
報
』
第
一
三
三
号
、
一
九
九
九
年
、
一
五
〜
一
九
頁
）。
た
だ
し
、
同
稿
で
は
穀

肥
部
の
事
例
を
検
討
し
て
い
な
い
た
め
、
右
記
の
数
値
を
も
っ
て
棉
花
部
の
集
権
性
の
強
さ
を
強
調
す
る
の
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

14
）

武
田
晴
人
「
古
河
商
事
と
『
大
連
事
件
』」『
社
会
科
学
研
究
』
三
二
巻
二
号
、
一
九

〇
年
。

15
）
『
大
連
事
件
顚
末
調
書
』
前
篇
第
五
冊
（
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
資
料
）。

16
）

本
店
業
務
課
「
戦
前
戦
時
物
価
高
低
概
説
」
大
正
七
年
、
物
産
三
三
七

二
。

17
）

前
掲
「
支
店
長
会
議
穀
肥
部
報
告
」
六
四
〜
七
一
頁
。
こ
の
間
の
商
況
を
概
説
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一

年
下

季
に
米
国
参
戦
、
綿
作
柄
悲
観
、
綿
実
油
公
定
値
段
制
等
に
よ
り
需
要
が
逼
迫
す
る
と
と
も
に
、
米
航
運
賃
が
暴
落
す
る
が
、
物
産
は
傭
船
を

拡
大
し
て
取
引
を
積
極
化
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
一

年
末
か
ら
一
九
一
九
年
二
月
に
か
け
て
、
休
戦
に
伴
う
軍
事
用
油
脂
需
要
の
不
振
か
ら

需
要
が
一
時
減
退
し
、
そ
の
後
、
一
九
一
九
年
三
月
よ
り
大
手
筋
安
値
を
好
機
と
し
て
取
引
が
活
発
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
五
月
に
入
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り
「
欧
州
大
陸
殊
ニ
和
蘭
、
白
耳
義
ハ
買
気
猛
烈
ニ
シ
テ
東
洋
産
各
油
類
（
食
用
油
）
全
産
額
ヲ
揚
ケ
テ
之
レ
ヲ
吸
収
セ
ン
ト
ス
ル
未
曾
有
ノ

大
盛
況
ヲ
呈
シ
一
方
米
国
ハ
鉄
道
運
賃
率
低
減
、
米
綿
植
付
反
別
減
少
等
ノ
好
材
料
ニ
依
リ
買
気
増
進
シ
、
欧
米
共
ニ
先
行
益
々
楽
観
セ
ラ
レ

産
地
又
連
日
暴
騰
」
し
、
物
産
は
積
極
買
い
方
針
で
攻
勢
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
異
常
な
騰
貴
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
油
類
の
公
定
値

段
制
を
は
じ
め
欧
州
各
国
政
府
の
制
限
政
策
が
実
施
さ
れ
、
市
況
は
沈
静
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

18
）

前
掲
「
第
六
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
二
〇
七
頁
。
翌
一
九
年
の
「
第
二
回
穀
肥
部
打
合
会
議
」
で
も
「（
豆
油
の
）
運
賃
問
題
ニ
付
テ
ハ

従
来
ノ
引
合
ノ
多
ク
ハF

.
O
.
B
.

大
連
ノ
条
件
ニ
テ
之
レ
ニ
対
シ
沙
都
店
ニ
テ
廻
船
シ
タ
ル
」
と
さ
れ
て
お
り
（
一
〇
五
頁
）、
シ
ア
ト
ル
店

に
取
引
上
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

19
）

前
掲
「
第
六
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
三
一
三
〜
四
お
よ
び
三
二
七
頁
。

20
）

三
井
物
産
株
式
会
社
『
回
顧
録
』
一
九
七
六
年
、
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
。

21
）
「
第
十
九
回
事
業
報
告
書
」
一
九
一
九
年
上
期
、
一
〇
一
頁
、
物
産
六
一
五

一
三
お
よ
び
「
社
報
」
第
六
七
号
一
頁
、「
同
」
一
〇
一
号
一

頁
、
物
産
四
二

一
〇
。
な
お
、
石
田
は
こ
の
後
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
錫
取
引
等
、
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
い
に
お
い
て
社
内
で
活
躍
す
る

こ
と
に
な
る
。

22
）

前
掲
「
穀
肥
部
打
合
会
議
議
事
録
」
九
三
頁
。

23
）
『
横
浜
市
史
Ⅱ
（
資
料
編
六

北
米
に
お
け
る
総
合
商
社
）』
一
九
九
七
年
、
二
五
〜
二
六
頁
。

24
）

な
お
、
住
友
が
こ
の
時
期
、
住
友
商
事
設
立
計
画
を
鈴
木
馬
左
也
の
決
断
で
断
念
し
た
事
実
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が

紐
育
で
の
大
島
堅
造
か
ら
貿
易
は
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
鈴
木
の
欧
米
視
察
が
紐
育
事
件
と
重
な
る
時

期
に
あ
り
、
古
河
の
内
部
資
料
に
あ
る
よ
う
に
紐
育
事
件
が
「
財
界
ノ
一
話
」
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
鈴
木
の
判
断
材
料
に
な
っ
た
可
能
性

も
指
摘
で
き
よ
う
。

172



三

石
炭
部
の
見
込
商
売

で
は
次
に
石
炭
部
の
見
込
商
売
の
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
石
炭
部
の
見
込
商
売
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
邦
夫
氏
が
見
込
商
売
の
事
例
分

析
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
先
行
研
究
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
石
炭
で
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
集
荷
に
際
し
て
一
手
販
売
を
補
完

す
る
た
め
買
取
措
置
（
先
物
買
約
定
、
打
切
勘
定
）
が
行
わ
れ
た
。
一
九
一
一
年
に
は
一
手
販
売
と
買
取
措
置
を
結
合
さ
せ
た
プ
ー
ル
制
が

実
施
さ
れ
、
集
荷
量
の
確
保
を
基
盤
と
し
て
、
販
売
市
場
で
の
支
配
力
の
強
化
が
達
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
七
年
一
〇
月
の
プ
ー
ル
炭
解

散
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
売
越
買
越
限
度
の
設
定
が
求
め
ら
れ
、
一
九
一

年
四
月
以
降
、
売
越
買
越
限
度
が
設
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る１

）
。
以
上

の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
大
戦
期
に
お
け
る
石
炭
部
見
込
商
売
の
動
向
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
先
行
研
究
で
不
明
と
さ
れ
た
、
大
戦
期
の
石
炭
部
売
越
買
越
限
度
の
推
移
を
第
９
表
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
石
炭
部
の
場
合
、

売
越
買
越
限
度
は
当
初
か
ら
数
量
、
金
額
両
面
で
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
集
荷
面
で
の
役
割
が
大
き
い
た
め
売
越
七
九
万
円
に
対
し
て
買
越

五
九
〇
万
円
と
買
持
限
度
が
多
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
そ
の
限
度
額
は
、
二
〇
年
に
か
け
て
縮
小
し
て
い
る２

）
。
ま
た
、
同
部
で
は
、

石
炭
部
本
店
が
与
え
ら
れ
た
限
度
を
各
店
分
与
と
い
う
形
で
配
分
し
て
お
り
、
売
買
越
の
責
任
は
部
が
負
い
、
各
店
は
月
一
回
本
部
に
報
告

し
、
石
炭
部
が
取
り
ま
と
め
て
本
店
に
報
告
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た３

）
。

【
買
付
炭
の
見
込
商
売
】

次
に
石
炭
会
議
議
事
録
か
ら
判
明
す
る
限
り
に
お
い
て
石
炭
部
の
見
込
商
売
の
展
開
を
追
っ
て
み
よ
う
。

一

年
に
か
け
て
石
炭
部
で
は
買
持
の
必
要
性
が
増
大
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
プ
ー
ル
炭
の
解
散
に
伴
っ
て
低
下
し
た
取
扱
炭
の
シ
ェ
ア

を
買
付
炭
で
補
う
必
要
性
が
で
て
き
た
た
め
で
あ
っ
た
。
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一

年
九
月
に
開
か
れ
た
社
内
会
議
で
渡
辺
四

郎
門
司
支
部
総
務
掛
主
任
は
次
の
よ
う
に
発
言
し

て
い
る
。

（
プ
ー
ル
解
散
に
伴
う
）
取
扱
高
減
少
出
炭
減
少

ノ
補
充
策
ハ
要
ス
ル
ニ
買
付
炭
ノ
問
題
ニ
帰
着
ス

ベ
ク
田
川
炭
ノ
如
キ
石
炭
ノ
買
付
ハ
困
難
ナ
レ
ド

モ
其
他
ノ
石
炭
ハ
買
付
容
易
ナ
リ
ト
信
ズ
…
今
年

ノ
吾
々
ノ
買
付
炭
ハ
非
常
ニ
安
値
ニ
買
付
ケ
販
売

店
ヘ
モ
安
ク
提
供
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
販
売
店
ニ
テ

ハ
定
メ
シ
利
益
ヲ
揚
ゲ
得
ラ
レ
タ
ル
事
ト
信
ズ
、

只
当
社
ガ
買
付
炭
ヲ
為
ス
事
ニ
付
坑
主
ノ
考
如
何

ト
云
フ
ニ
物
産
ハ
委
托
炭
ハ
口
銭
少
キ
為
メ
利
益

ア
ル
買
付
炭
ノ
ミ
力
ヲ
入
レ
委
托
炭
ノ
取
扱
ヲ
後

廻
シ
ニ
ス
ル
傾
ア
リ
ト
ノ
不
平
ヲ
抱
ケ
ル
モ
ノ
ヽ

ノ
如
シ

買
付
炭
は
プ
ー
ル
制
解
散
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
が
、
解
散
に
伴
っ
て
仕
入
拡
大
の
目
的
か
ら

そ
の
意
義
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
三
井
物
産
の
買
付
額
が
大
き
く
な
る
と
炭

62.5

62.5

125

125

12.5

25

62.5

25

－

62.5

29

71

71

14.2

14.2

14.2

71

71

29

71

40

14

84

280

280

8

24

12

140

28

28

70

42

140

62.5

37.5

125

62.5

375

375

125

12.5

62.5

125

62.5

125

62.5

－

125

5

3

10

5

30

30

10

1

5

10

5

10

5

－

10

2

1

7

20

20

1

2

1

10

2

2

5

3

10

2

5

5

1

1

1

5

5

2

5

5

5

1

1

1

2

5

2

－

5

馬尼刺

芝罘

青島

漢口

上海

香港

台北

京城

三池

長崎

神戸

大阪

名古屋

横浜

東京

新嘉坡・甲谷他

門司 2

5

150 1,875

100

25

337.5
355.3

790 700 800

金額
(千円)

金額
(千円)

金額
(千円)

金額
(千円)

金額
(千円)

金額
(千円)

5,0005,9005,900

3,710
1,388111

265

490 400 356

数量
(千噸)

数量
(千噸)

数量
(千噸)

買越限度 買越限度 買越限度

1920.7～1919.5～1920.41918.4～1919.4

売越限度売越限度売越限度

数量
(千噸)

数量
(千噸)

数量
(千噸)

565660

24
27

［備考］ 1.「（大正8年 9 月）石炭会議々事録」および「（大正 9 年 9 月）石炭会議々事録」（RG131）より作

成

2. 19 年 5月～の限度については、売越は3ヶ月，買越は3ヶ月 25万円，半年10万円，1年 5万円

の期間の制約が設定されている。

本部

石炭部

第 9 表 石炭部における見込み限度
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価
の
騰
貴
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
仕
入
店
に
は
そ
の
点
を
留
意
す
る
よ
う
指
示
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
発
言
で
は
、
委
託
炭
に
比
し
て
、

買
付
炭
の
利
益
が
大
き
い
点
も
触
れ
ら
れ
て
い
る４

）
。
石
炭
部
の
場
合
、
こ
う
し
た
見
込
商
売
が
仕
入
店
、
販
売
店
間
の
調
整
の
結
果
、
行
わ

れ
て
い
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
渡
邊
の
別
な
箇
所
で
の
発
言
を
挙
げ
よ
う５

）
。

門
司
ニ
テ
ハ
販
売
店
ヨ
リ
入
用
高
ノ
報
告
ヲ
得
、
若
松
ヨ
リ
ハ
出
炭
ノ
報
告
ア
リ
、
而
シ
テ
販
売
店
ノ
入
用
予
想
ニ
ハ
掛
値
ア
ル
ヲ
以
テ
当
方
ニ
テ

更
ニ
之
レ
ヲ
内
地
海
外
ニ
テ
査
定
シ
其
ノ
結
果
不
足
ト
見
タ
ル
時
始
メ
テ
買
付
ヲ
ナ
ス
、
従
ッ
テ
販
売
店
積
取
ニ
過
不
足
ア
ル
場
合
ニ
テ
モ
門
司
貯

炭
ハ
案
外
ニ
平
均
シ
正
鵠
ヲ
得
居
ル
ナ
リ

買
持
の
売
残
り
の
リ
ス
ク
は
仕
入
・
販
売
店
間
の
調
整
に
よ
り
需
給
を
予
測
す
る
こ
と
で
回
避
さ
れ
て
お
り
、
石
炭
部
の
場
合
で
も
部
に

よ
る
支
店
間
の
調
整
が
見
込
商
売
の
成
否
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
を
確
認
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
全
社
的
に
見
込
商
売
が
拡
大
し
た
一
九
年
に
は
石
炭
部
で
も
見
込
商
売
が
拡
大
し
、
四
月
末
時
点
で
二
九
〇
万
円
の
限
度
超
過

が
報
告
さ
れ
て
い
る６

）
。
一
九
年
四
月
末
ま
で
の
買
越
限
度
が
五
九
〇
万
円
で
あ
っ
た
か
ら

〇
万
円
の
買
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

プ
ー
ル
炭
の
解
散
に
伴
う
集
荷
機
能
の
強
化
の
た
め
の
買
付
炭
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
石
炭
部
の
場
合
で
も
全
社
的
な
見
込
み
商

売
の
拡
大
と
い
う
事
態
か
ら
無
縁
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
向
を
受
け
て
、
一
九
年
九
月
の
石
炭
会
議
で
は
武
村
常
務
が
買
付
炭
に
よ
る
見
込
商
売
を
戒
め
る
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

買
付
炭
ニ
付
テ
ハ
一
千
万
円
ノR

isk

ア
リ
到
底
本
店
ニ
テ
ハ
持
ツ
能
ハ
ズ
今
迄
其
ノR

isk

ヲ
持
チ
居
リ
シ
ハ
知
ラ
ザ
リ
シ
ガ
為
ナ
リ
、
又
炭
価
ガ

先
高
ナ
リ
シ
為
損
失
ナ
カ
リ
シ
モ
之
ハ
危
険
ナ
リ
、
上
等
炭
ハ
買
付
差
支
ナ
カ
ル
ベ
キ
モ
実
際
ハ
委
托
炭
ノ
ミ
ニ
テ
行
ク
ガ
本
店
ノ
意
見
ナ
リ
、
若

シ
買
付
セ
ザ
レ
バ
商
内
出
来
ズ
ト
ア
レ
バ
之
レ
物
産
ノ
商
内
ノ
性
質
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
故
石
炭
商
内
ヲ
止
メ
ル
ヤ
モ
知
レ
ズ
…
必
要
ナ
ル
買
付
炭

ハ
止
ム
ヲ
得
ザ
レ
ド
モ
買
付
ニ
ヨ
リ
儲
ケ
ン
ト
ス
ル
事
ハ
断
ジ
テ
廃
止
致
シ
度
シ７

）

武
村
常
務
は
別
の
箇
所
で
「
手
持
ヲ
シ
テ
儲
リ
居
リ
ナ
ガ
ラ
売
惜
ム
事
ア
リ
…
売
ル
ベ
キ
時
売
ル
ベ
シ
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
石
炭
部
で
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も
投
機
的
利
益
を
追
求
す
る
状
況
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
会
議
が
開
催
さ
れ
た
一
九
年
九
月
時
点
で
は
、
石
炭
部
の
売
越
買

越
額
は
売
越
額
で
二
万
二
一
七
九
ト
ン
（
限
度
使
用
率
四
〇
％
）、
三
七
万
九
七
四
九
円
（
同
五
四
％
）、
買
越
額
で
二
五
万
五
〇
三
九
ト
ン

（
同
六
四
％
）、
四
一
二
万
一
三
二
七
円
（
同
七
〇
％
）
と
、
三
ケ
月
で
五
〇
％
以
上
（
四
七
〇
万
円
）
の
買
持
を
処
分
し
、
許
可
限
度
内
の

取
引
に
復
し
て
い
る８

）
。
石
炭
部
の
見
込
限
度
超
過
は
短
期
間
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
翌
二
〇
年
九
月
の
社
内
会
議
に
な
る
と
買
付
炭
に
対
し
て
積
極
的
な
発
言
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
武
村
常
務
自
身
、
買
付
炭

の
拡
大
を
推
奨
す
る
発
言
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
上
海
支
部
高
橋
と
武
村
の
発
言
を
挙
げ
た９

）
。

高
橋
敏
太
郎

上
海
支
部

従
来
石
炭
ハ
余
リ
ニ
安
全
ナ
ル
商
売
ト
信
ゼ
ラ
レ
居
レ
リ
即
チ
自
ラ
危
険
ヲ
追
フ
コ
ト
少
ク
鉱
主
ノ
委
托
ヲ
取
扱
フ
モ
ノ
多
カ
リ
キ
而
シ
テ
鉱
主
ヨ

リ
ノ
口
銭
少
ク
之
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
収
支
相
償
ハ
ズ
ト
セ
バ
此
ノ
口
銭
ヲ
増
加
セ
シ
ム
ル
カ
又
ハ
今
ヨ
リ
更
ニ
多
ク
ノ
買
付
炭
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ニ
セ
ザ
レ

バ
駄
目
ナ
リ
石
炭
売
買
買
越
期
間
ヲ
三
ヶ
月
位
ニ
短
縮
シ
テ
危
険
ヲ
軽
減
シ
以
テ
今
後
ハ
委
托
炭
ト
買
付
炭
ト
ヲ
半
々
位
ニ
取
扱
フ
コ
ト
ヲ
許
可
セ

ラ
レ
テ
ハ
如
何

武
村
常
務
取
締
役

今
物
産
ノ
石
炭
取
扱
高
ニ
就
テ
全
体
ヲ
五
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
噸
ト
シ
テ
其
内
委
托
ハ
三
分
ノ
二
ト
シ
テ
三
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
噸
其
他
買
持
一
、

六
〇
〇
、
〇
〇
〇
噸
ト
ナ
ル
ガ
之
ヲ
今
後
ハ
半
々
位
ニ
シ
テ
ハ
如
何
即
チ
半
分
ハ
純
委
托
ト
シ
其
他
ヲ
買
付
及
ビ
半
委
托
（
打
切
委
托
）
ニ
当
ツ
ル

モ
一
法
ナ
リ

委
託
取
引
が
一
般
的
と
思
わ
れ
る
石
炭
部
で
も
見
込
商
売
拡
大
へ
の
要
求
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
り
、
石
炭
部
で
は
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
重
要
な
課
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
石
炭
部
の
の
見
込
商
売
の
実
績
が
不
明
な
た
め
、
そ
の
動
向
を
知
り
え
な
い
が
、
全
社
的
に
見
込
み
限
度
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
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た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
大
幅
な
限
度
超
過
が
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
実
際
、
同
会
議
に
お
け
る
田
村
本
店
調
査
課
長
の
「
売
買
越
ニ
付

…
報
告
ト
実
際
数
量
ト
ハ
常
ニ
一
致
シ
居
ル
ヤ
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、
石
炭
部
長
は
「
一
致
シ
居
レ
リ
」
と
発
言
し
て
お
り
、
同
じ
く

「
従
前
ハ
各
支
部
ノ
売
買
越
ニ
シ
テ
本
部
ノ
承
認
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ヤ
ニ
思
ハ
ル
如
何
」
と
の
問
い
に
も
「
最
近
無
シ
」
と
返
答
し
て

い
る10

）
。

ま
た
、
第
９
表
の
各
店
分
与
限
度
を
み
る
限
り
、
石
炭
部
の
場
合
、
買
持
の
主
体
は
本
部
・
門

司
に
集
中
し
て
お
り
、
二
〇
年
に
か
け
て
そ
の
度
合
い
は
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
店
分
与

も
固
定
で
は
な
く
、
若
干
で
は
あ
る
が
年
度
で
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
石
炭
部
で
は
、
重
要
性
を
増
す
買
付
炭
の
管
理
に
際
し
て
、
仕
入
販
売
店
間
の
情
報

を
も
と
に
見
込
商
売
を
本
部
に
集
中
さ
せ
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
分
与
限
度
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

営
業
店
の
売
越
買
越
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
穀
肥
部
と
石
炭
部
で
は
見
込
商
売
の
展
開
に
違
い
が
見
ら
れ
た
。
そ

れ
ら
相
違
に
は
取
扱
商
品
の
性
格
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
石
炭

部
に
と
っ
て
見
込
商
売
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
誘
引
が
小
さ
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
最

後
に
石
炭
部
に
お
け
る
見
込
商
売
の
利
益
を
第
10
表
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
比
率
は
各
店
決
算

高
に
占
め
る
見
込
商
売
利
益
の
比
重
で
あ
る
。
二
〇
年
上
季
だ
け
の
数
値
で
あ
り
、
他
の
年
度
と

の
比

が
必
要
だ
が
、
総
じ
て
主
要
店
の
利
益
額
に
占
め
る
見
込
商
売
の
比
重
は
大
き
く
、
三
〇

％
か
ら
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
投
機
的
取
引
拡
大
の
誘
引
は
石
炭
部
で
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ

青 島

長 崎

門 司

9.1

39.6

31.4

7,581

72,486

400,404

6.5

11.4

15.1

353,550

756,862

8,514,888

14,244

31,676

448,152

47,064

1,072

1,059,524

27,240

23.3

0.2

138,738

3,832

40.0

1.4

上 海

大 阪

利益に占め
る比重%

利益取扱高に占
める比重%

売越買越

金額(円)金額(円)取扱高(噸)

17.822,9807.4174,8895,238

32.9646,02313.410,886,953547,445

［備考］ 前掲「（大正 9 年 9 月）石炭会議々事録」社内会議，38～39 頁より作成。

合 計

横 浜

第10表 見込み商売の利益 (1920年上半季)
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ー
ル
は
部
の
重
要
な
機
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

１
）

前
掲
、
鈴
木
論
文
、
六
二
〜
六

頁
。

２
）

一
九
二
〇
年
七
月
か
ら
二
一
年
七
月
ま
で
の
売
越
買
越
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
第

回
支
店
長
会
の
報
告
で
は
売
越
数
量
が
七
万
ト
ン
、
金

額
百
万
円
と
さ
れ
て
お
り
（
前
掲
「
第

回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
六
一

頁
）、
第
九
表
と
異
な
っ
て
い
る
。

３
）
「
大
正

年
九
月
石
炭
会
議
々
事
録
」
社
内
会
議
、
五
一
頁
（
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
）。
な
お
、
石
炭
部
の
分
析
に
際
し
て
は
石
炭

会
議
々
事
録
を
多
く
利
用
し
た
が
、
同
会
議
は
一
般
会
議
と
社
内
会
議
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

４
）
「
大
正
七
年
九
月
石
炭
会
議
々
事
録
」
社
内
会
議
、
一
七
頁
（
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
）。

５
）

同
右
、
二
〇
頁
。

６
）

前
掲
「
第
七
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」
三
三
九
、
三
四
二
頁
。

７
）

前
掲
「
大
正

年
石
炭
会
議
々
事
録
」
社
内
会
議
、
一
五
頁
。

８
）

同
右
、
五
二
〜
五
三
頁
。

９
）
「
大
正
九
年
九
月
石
炭
会
議
議
事
録
」
社
内
会
議
三
五
〜
三
六
頁
（
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
）。
こ
の
他
、
北
村
敏
台
北
支
部
代
理
も

「
買
付
炭
ノ
限
度
ノ
拡
張
ヲ
希
望
シ
居
レ
リ
」（
三
五
頁
）
と
同
様
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。

10
）

同
右
、
三
九
頁
。

む
す
び

最
後
に
冒
頭
で
ふ
れ
た
二
つ
の
課
題
を
整
理
し
よ
う
。
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第
一
に
大
戦
期
の
見
込
商
売
の
動
向
に
つ
い
て
。
三
井
物
産
で
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
売
越
買
越
限
度
の
営
業
店
へ
の
委
譲
が
行
わ
れ
た

結
果
、
本
店
業
務
部
の
審
査
監
督
能
力
を
超
え
て
、
各
営
業
店
の
見
込
商
売
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
、
売
越
買
越
限
度
は
有
名
無

実
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、
売
越
買
越
限
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
部
制
度
を
軸
と
す
る
売
買
越
管
理

主
体
の
整
備
や
数
量
・
金
額
両
面
か
ら
の
管
理
等
、
見
込
商
売
管
理
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
三
井
物
産
の
場
合
、
こ
の

よ
う
な
見
込
商
売
に
関
す
る
制
度
が
、
一
九
一
九
年
以
降
大
幅
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
二
〇
年
恐
慌
に
伴
う
商
事
会
社
の
破
綻
が
相
次
ぐ

な
か
、
同
社
の
損
失
を
相
対
的
に
軽
微
な
も
の
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
大
戦
後
の
投
機
的
取
引
の
抑
制
に
向
け
た
制
度
作
り
は
三
菱
商
事
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
大
戦
ブ
ー
ム
を
乗
り
越
え
た
商
社
は
、

投
機
的
取
引
の
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
部
制
度
と
見
込
商
売
の
関
連
に
つ
い
て
。
部
制
度
は
、
仕
入
・
販
売
店
の
調
整
に
よ
り
見
込
商
売
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
上
で

も
、
各
営
業
店
の
売
越
買
越
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
上
で
も
、
重
要
な
管
理
機
構
と
し
て
機
能
し
た
。
本
論
で
は
、
大
幅
に
見
込
限
度
を
超

過
さ
せ
る
と
と
も
に
豆
油
取
引
に
失
敗
し
た
穀
肥
部
の
ケ
ー
ス
と
、
買
付
炭
を
積
極
化
し
つ
つ
も
買
持
の
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

と
し
て
い
た
石
炭
部
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
た
。
両
部
に
見
ら
れ
た
見
込
商
売
に
お
け
る
成
否
の
相
違
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
部
の
統
轄

機
能
が
指
摘
で
き
る
。
見
込
商
売
の
管
理
に
は
各
営
業
店
間
の
引
合
の
調
整
や
報
告
の
徹
底
が
重
要
な
要
素
と
な
る
が
、
部
の
支
店
統
轄
機

能
が
脆
弱
な
穀
肥
部
の
場
合
、
そ
の
調
整
や
徹
底
が
十
分
に
図
れ
な
か
っ
た
。
穀
肥
部
で
は
商
品
特
性
も
見
込
商
売
の
管
理
を
難
し
く
す
る

要
素
で
は
あ
っ
た
が
、
棉
花
部
と
比

し
た
場
合
、
必
ず
し
も
商
品
特
性
に
の
み
還
元
で
き
な
い
難
点
を
抱
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

各
部
統
轄
機
能
の
相
違
の
要
因
が
新
た
な
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
論
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

大
戦
期
に
慎
重
な
経
営
方
針
を
と
っ
た
と
さ
れ
る
三
井
物
産
で
も
、
各
営
業
店
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
誤
れ
ば
、
投
機
的
取
引
が
横
行
す
る

土
壌
が
あ
り
、
そ
の
点
で
は
他
の
商
社
と
大
差
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
三
井
物
産
と
三
菱
商
事
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の
部
制
度
に
つ
い
て
、
人
材
形
成
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
営
業
の
急
速
な
拡
張
（
人
員
急
増
）
と
部
制
度
の
形
成
を
同
時

に
進
め
る
な
か
で
、
必
ず
し
も
充
分
な
部
制
度
を
形
成
で
き
な
か
っ
た
三
菱
商
事
に
対
し
て
、
三
井
物
産
で
は
、
大
戦
前
に
人
材
面
で
実
質

的
な
機
能
を
も
っ
た
部
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
た
点
を
検
討
し
た１

）
。
大
戦
期
に
創
設
さ
れ
、
大
幅
に
事
業
を
拡
張
し
た
穀
肥
部
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
を
例
外
と
し
て
、
三
井
物
産
で
は
相
対
的
に
部
制
度
が
確
立
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
組
織
面
で
の
違
い
が
、
商
社
ブ
ー
ム
と
破
綻
の
最

中
に
あ
っ
て
、
他
社
と
異
な
る
三
井
物
産
の
優
位
性
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
）

前
掲
「
戦
前
期
三
井
物
産
の
人
材
形
成
」
お
よ
び
拙
稿
「
三
菱
商
事
成
立
期
の
人
材
形
成

職
員
の
異
動
を
中
心
に

」『
社
会
科
学
年
報
』

第
三
五
号
、
二
〇
〇
一
年
。
三
菱
商
事
の
場
合
、
大
戦
期
は
部
制
度
形
成
の
過
渡
期
に
あ
た
り
、
創
設
さ
れ
た
部
は
商
事
創
立
以
後
に
登
場
し

た
人
材
に
よ
っ
て
多
く
を
占
め
ら
れ
て
い
た
。
営
業
部
時
代
以
来
の
長
期
在
籍
者
は
、
拡
張
す
る
営
業
拠
点
の
中
核
的
人
材
と
し
て
拡
散
す
る

傾
向
に
あ
り
、
体
系
的
に
部
制
度
を
整
備
す
る
環
境
に
は
な
か
っ
た
。

【
付
記
】

本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
、
三
井
文
庫
の
研
究
会
お
よ
び
問
屋
・
商
社
史
研
究
会
に
お
い
て
報
告
の
機
会
を
得
て
、
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂

戴
し
た
。
ま
た
、
中
村
尚
史
大
学
院
ゼ
ミ
に
お
い
て
、
商
社
史
に
関
す
る
論
点
整
理
で
貴
重
な
示
唆
を
得
た
。
由
井
常
彦
先
生
、
麻
島
昭
一

先
生
、
吉
川
容
先
生
を
初
め
、
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
方
々
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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